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子ども・子育て会議資料３ 

現状と課題 

１．国の動向 

（ １）こども家庭庁の発足とこども基本法の施行 

令和５年４月１日，こどもに関する行政事務の縦割りを解消し，こどもに関する総合的

な支援を行う司令塔と位置付けられた「 こども家庭庁」が発足するとともに，こども施策を

社会全体で総合的かつ強力に推進していくための包括的な基本法として こども基本法」

が施行されました。 

 こども基本法」において「 こども」とは「 心身の発達の過程にある者をいう。」とされ

ており，18 歳や 20 歳といった年齢で必要なサポートが途切れないよう，こどもや若者が

それぞれの状況に応じて社会で幸せに暮らしていけるように支えていくことが求められて

います。 

 

（ ２）こども大綱 

令和５年 12 月 22 日は，こども基本法に基づき，こども政策を総合的に推進するため，

政府全体のこども施策の基本的な方針等を定める こども大綱」が閣議決定されました。 

こども大綱では，全てのこども・若者が，日本国憲法，こども基本法及び子どもの権利条

約の精神にのっとり，生涯にわたる人格形成の基礎を築き，自立した個人としてひとしく

健やかに成長することができ，心身の状況，置かれている環境等にかかわらず，ひとしくそ

の権利の擁護が図られ，身体的「・精神的「・社会的に将来にわたって幸せな状態「 ウェルビー

イング）で生活を送ることができる社会 こどもまんなか社会」を目指しています。 

 

（ ３）市町村こども計画 

 こども基本法」では「 市町村こども計画」の策定を努力義務としており，「 市町村こど

も計画」の策定にあたっては，「 こども大綱」及び「 都道府県こども計画」を勘案して策定

することとされています。また，子ども・若者，子どもを育てる家庭の意見を聴き，反映を

検討し，社会全体で子ども・子育てを支えていく視点が必要となります。 

 

※ 調布市では策定にあたって， 子ども・子育て支援事業計画」， 子ども・若者計画」， 子

どもの貧困対策計画」， 次世代育成支援行動計画」， 自立促進計画」， 母子保健計画」

など複数の計画を一体的に策定予定です。 
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子ども・子育て会議資料３ 

２．東京都の動向 

（ １）深刻な少子化と人口減少 

令和６年５月に厚生労働省が公開した「 人口動態統計「 概数）」によると，東京都におけ

る令和５年の合計特殊出生率が全国で初めて 1.00 を下回り，0.99 であったことがわかりま

した。 

人口の一極集中により，首都東京では人口増加が続いてきましたが，今後は自然動態の

悪化により人口が減少局面を迎えていくとみられています。 

 

（ ２）チルドレンファースト 

首都東京においても人口減少が危ぶまれるなか，都では安心して子供を産み育てられる

環境を創出するため，少子化対策，子供「・子育て支援政策に力を入れており，国に先駆けて

子供や子育て家庭への経済的支援等の充実を図ってきました。 

また，将来の宝である子供を主人公と捉えたチルドレンファースト社会の実現を目指し，

保育所や幼稚園の整備「・拡充，子育て支援サービスの充実，働き方改革と育児休業制度の推

進等，幅広い分野の子供・子育て支援策に取り組んでいます。 

このようななか，令和３年４月１日には，子供を権利の主体として尊重し，子供の最善の

利益を最優先にするという基本理念のもと，子供の安全安心，遊び場，居場所，学び，意見

表明，参加，権利擁護等多岐にわたる子供政策の基本的な視点を一元的に規定する「 東京都

こども基本条例」が施行され，都の子供政策の動きは加速しています。 

令和４年４月には，都政の政策全般を子供目線で捉え直し，政策を総合的に推進する体

制を構築する「 子供政策連携室」が設置され，子供目線で捉え直した政策の現在地と，子供

との対話を通じた継続的なバージョンアップの指針となる こども未来アクション」が策

定されています。 
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子ども・子育て会議資料３ 

３．調布市の動向 推移・統計・ニーズ調査から見た現状と課題） 

（ １）人口の推移 

現状 課題 

過去 10 年間の市の人口は増加傾向で推

移しています。 

年齢３区分別に見ると，0～14 歳の年少

人口は，令和２年以降減少に転じています。 

また，年齢３区分別人口割合では，0～14

歳の年少人口は約 12％で推移しています。 

令和４年度から市の総人口に占める年

少人口の割合が減少しており，少子化傾向

となっています。 

 

■年齢３区分別人口の推移■ 

 
 資料） 住民基本台帳」各年 10 月１日時点 

■年齢３区分別人口割合の推移■ 

 
 資料） 住民基本台帳 外国人を含む）」各年 10 月１日時点 

28,273 28,478 28,941 29,184 29,639 29,752 29,694 29,672 29,406 28,939

149,310 149,893 151,402 153,037 154,966 156,356 156,713 157,103 157,524 157,916

46,700 47,920 48,877 49,683 50,262 50,772 51,229 51,536 51,783 51,965

224,283 226,291 229,220 231,904 234,867 236,880 237,636 238,311 238,713 238,820

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年

（人）

老年人口

（65歳以上）

生産年齢人口

（15～64歳）

年少人口

（0～14歳）

12.6 12.6 12.6 12.6 12.6 12.6 12.5 12.5 12.3 12.1

66.6 66.2 66.1 66.0 66.0 66.0 65.9 65.9 66.0 66.1

20.8 21.2 21.3 21.4 21.4 21.4 21.6 21.6 21.7 21.8
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年少人口

（0～14歳）

生産年齢人口

（15～64歳）

老年人口

（65歳以上）
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子ども・子育て会議資料３ 

（ ２）将来推計人口 

現状 課題 

第３期調布っ子すこやかプランの計画

期間における将来人口は増加すると推計

されていますが，0～14 歳の年少人口は減

少傾向で推移すると見込まれます。 

年齢３区分別人口割合の将来推計では，

年少人口や 15～64 歳の生産年齢人口の割

合が減少する一方で，65歳以上の老年人口

の割合が増加し，少子高齢化の影響が現れ

ると見込まれます。 

 

■年齢３区分別人口の将来推計■ 

 
 資料） 調布市の将来人口推計 令和 4年 3 月）」 

 

■年齢３区分別人口割合の将来推計■ 

 
 資料） 調布市の将来人口推計 令和 4年 3 月）」 

29,692 29,627 29,615 29,549 29,374 29,193 28,939

158,028 158,072 157,771 157,389 156,796 156,014 154,987

52,673 53,191 53,921 54,695 55,698 56,807 58,153

240,393 240,890 241,307 241,633 241,868 242,014 242,079
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子ども・子育て会議資料３ 

（ ３）就学前児童数の推移 

現状 課題 

令和元年度以降，調布市の就学前児童数

は減少しており，令和６年４月１日時点の

就学前児童数は 10,359 人です。 

 

過去10年でピークとなった平成30年度

と令和５年度を年齢別で比較するとすべ

ての年齢で減少しており，少子化への対応

が必要になります。 

 

■就学前児童数の推移■ 

 
 資料） 調布市の世帯と人口」各年４月１日時点 

 

2,030 1,950 2,070 2,064 1,906 1,825 1,717 1,744 1,622 1,518

2,003 2,075 2,040 2,090 2,142 1,952 1,868 1,745 1,747 1,644

1,919 1,998 2,120 2,048 2,119
2,123

1,931 1,864 1,740 1,702

1,937 1,924
2,033 2,130 2,065

2,099
2,110

1,932
1,860

1,726

1,904 1,946
1,951 2,027 2,155

2,053
2,101

2,097
1,915

1,860

1,915 1,903
1,958 1,956 2,023

2,132
2,054

2,097
2,084

1,909

11,708 11,796
12,172 12,315 12,410 12,184

11,781
11,479

10,968

10,359

0
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15,000

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

（人）

５歳

４歳

３歳

２歳

１歳

０歳
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子ども・子育て会議資料３ 

（ ４）18歳以下人口 

現状 課題 

18 歳以下の人口は令和元年をピークに

減少傾向で推移しています。 

とくに，0～４歳で大きく減少しており，

令和５年 10 月１日時点では 9,000 人を下

回っています。 

市の将来人口推計 令和４年３月推計）

では，18歳以下の人口は令和６年まで増加

する見通しでしたが，この見通しよりも早

いペースで18歳以下人口が減少しており，

人口減少対策が求められます。 

 

■18歳以下人口の推移■ 

 
 資料） 住民基本台帳 外国人を含む）」各年 10 月１日時点 

 

■18歳以下人口の将来推計■ 

 
 資料） 調布市の将来人口推計 令和 4年 3 月）」 

9,848 9,887 10,080 10,272 10,394 10,286 9,885 9,533 9,077 8,600

9,306 9,499 9,690 9,692 9,857 9,960 10,085 10,278 10,426 10,328

9,121 9,062 9,171 9,220 9,388 9,506 9,724 9,861 9,903 10,011

7,321 7,463 7,578 7,682 7,748 7,656 7,651 7,646 7,750 7,920

35,596 35,911 36,519 36,866 37,387 37,408 37,345 37,318 37,156 36,859

0

10,000

20,000

30,000

40,000

平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年
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15～18歳

10～14歳

5～9歳

0～4歳

9,373 9,482 9,653 9,591 9,546 9,479 9,408

10,210 9,928 9,542 9,398 9,307 9,378 9,482

10,108 10,217 10,421 10,560 10,520 10,336 10,049

8,023 8,213 8,220 8,220 8,297 8,334 8,493

37,714 37,840 37,836 37,769 37,670 37,527 37,432

0
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5～9歳

0～4歳
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子ども・子育て会議資料３ 

（ ５）婚姻等の状況 

現状 課題 

婚姻数は，コロナ禍の影響を受け令和２

年と令和３年は大きく減少しましたが，令

和４年は前年比80件の増加となりました。

離婚数は，令和元年以降減少傾向です。 

国や東京都の結婚を希望する方への支

援，結婚に伴う新生活への支援の動向に注

視しながら，支援策について検討していく

必要があります。 

 

■婚姻数・離婚数の推移■ 

 
 資料）東京都保健医療局 人口動態統計」年次推移 

 

（ ６）結婚や同棲に対する市民意識 

現状 課題 

 結婚は必ずするべきだ」と 結婚はし

た方がよい」を足し合わせた“結婚はした方

がよい”は，33.8％でとなっています。 

結婚をした方がよいは 33.8％ 160 人）

と低いのに対し結婚・同性・恋人は必ずし

も必要ではない 47.3％ 225 人）が上回っ

ており，少子化への影響が懸念されます。 

 

■結婚や同棲の必要性■ 

 
 資料） 調布市「子ども・若者支援に関するニーズ調査」 

 高校卒業年代から 39 歳までの市民対象調査） 

1,428
1,379

1,343
1,303 1,298 1,282

1,347

1,139

1,042

1,122

347 349 373
340

384
334 363

298 294 292

0

500

1,000

1,500

平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年

（件）

婚姻数

離婚数

1.7

32.1

1.1

10.7 47.3

3.8 3.4

結婚は必ずす

るべきだ

結婚はした方

がよい

結婚はしなく

てもよいが同

棲はした方が

よい

結婚・同棲は

しなくてもよ

いが恋人は必

要

結婚・同棲・

恋人は必ずし

も必要ではな

い

その他 無回答

ｎ

476
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子ども・子育て会議資料３ 

（ ７）結婚について不安を感じること 

現状 課題 

 結婚生活にかかるお金」と考える回答

者が 48.9％で，最も高い割合を占めていま

す。「 二人の相性」 47.1％），「 お互いの親族

との付き合い」 44.6％），「 二人の間で起こ

る問題の解決」 42.5％），「 自分の自由の制

約」 39.4％）， 子どもの育て方，教育」

 39.4％）， お互いの親の介護」 33.3％）

等がこれに続いています。 

結婚観への変化，結婚をしたい年齢，国

や東京都の結婚を希望する方への支援，結

婚に伴う新生活への支援などの動向に注

視しながら，支援策について検討していく

必要があります。 

 

■結婚について不安を感じること■ 

 
 資料） 調布市「子ども・若者支援に関するニーズ調査」 

 高校卒業年代から 39 歳までの市民対象調査） 

 

48.9

47.1

44.6

42.5

39.4

39.4

33.3

21.7

17.1

16.8

16.5

11.3

2.8

9.8

0.3

0 10 20 30 40 50 60

結婚生活にかかるお金

二人の相性

お互いの親族との付き合い

二人の間で起こる問題の解決

自分の自由の制約

子どもの育て方、教育

お互いの親の介護

自分の収入が低い、安定していない

前の配偶者等との子どもへの向き合い方

キャリアの停滞

子どもができない可能性

姓の変更

その他

特にない

無回答

（％）n=327
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子ども・子育て会議資料３ 

（ ８）出生数・合計特殊出生率の動向 

現状 課題 

市の合計特殊出生率は，平成 27 年以降

は東京都の合計特殊出生率を上回る一方，

出生数は平成 30年以降，減少傾向です。 

市の合計特殊出生率は，人口を維持する

ための水準「 人口が長期的に増えも減りも

せずに一定となる出生の水準）である人口

置換水準の 2.07「 令和５年時点）を下回っ

ています。 

出生数も減少傾向であり，将来的な人口

減少が懸念されます。 

 

■合計特殊出生率の推移■ 

 
 資料）東京都保健医療局 人口動態統計」年次推移 

 

2,063 2,076

1,939
2,050

2,102

1,964
1,875

1,750 1,741

1,590

1.27

1.31

1.23

1.31

1.34

1.26

1.22

1.14 1.15

1.06
1.13

1.15

1.24

1.24
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1.12
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(出生数：人)(合計特殊出生率)

調布市

出生数

調布市

合計特殊出生率

東京都

合計特殊出生率
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子ども・子育て会議資料３ 

（ ９）育児休業取得後の職場復帰状況 

現状 課題 

母親では約５割「 49.2％）の回答者が「 育

児休業取得後職場に復帰」と回答していま

す。 

一方，父親では育児休業を 取得してい

ない」 76.2％）が最も高い割合を占めてい

ますが，前回調査結果との比較では，11.7 ポ

イント減少しています。 

働きながら子育てをしたい家庭の支援

が必要です。 

 

■母親：育児休業取得後の職場復帰状況■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 未就学児の保護者対象調査） 

 

■父親：育児休業取得後の職場復帰状況■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 未就学児の保護者対象調査） 

 

49.2

9.8

7.1

13.6

17.1

3.3

36.4

8.4

2.6

10.0

39.3

3.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

育児休業取得後職場に復帰

現在育児休業中

育児休業中に離職

取得していない

働いていなかった

無回答

（％）今回 n=1128

前回 n=1187

17.9

0.9

0.4

76.2

0.6

4.1

6.1

0.0

0.0

87.9

0.5

5.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

産後パパ育休等の育児休業取得後職場に復帰

現在産後パパ育休等の育児休業中

産後パパ育休等の育児休業中に離職

取得していない

働いていなかった

無回答

（％）今回 n=1128

前回 n=1187
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子ども・子育て会議資料３ 

（ 10）母親：育児休業取得期間 

現状 課題 

“母親：実際の育児休業取得期間”では，

“12 か月以内”の復帰が 54.7％でしたが，

“理想とする育児休業取得期間”では「 “12か

月超”を希望する回答が 76.3％と７割以上

を占めています。 

一方，“父親：実際の育児休業取得期間”

では，「 ～３か月」の復帰が 89.6％と大半を

占めましたが，“理想とする育児休業取得期

間”では，「 “３か月超”を希望する回答が

75.4％と７割以上を占めています。 

12 か月超の育休を希望する人が 7 割い

る中で，実際は 12 か月以内の復帰が 5 割

となっており，希望する育児休業期間がと

れるような環境づくりが求められます。 

■母親：育児休業取得期間 実際と理想）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 未就学児の保護者対象調査） 

 

■父親：育児休業取得期間 実際と理想）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 未就学児の保護者対象調査） 

 

5.4

12.4

36.9

27.4

11.4

4.9

0.7

0.9

1.1

2.3

18.0

25.6

25.8

17.7

7.2

2.3

0 10 20 30 40 50

～３か月

４～６か月

７～12か月

13～18か月

19～24か月

25～36か月

37か月以上

無回答

（％）
実際 n=555

理想 n=555

89.6

6.4

3.0

0.5

0.0

0.0

0.0

0.5

22.3

32.2

32.2

3.0

5.0

2.0

1.0

2.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

～３か月

４～６か月

７～12か月

13～18か月

19～24か月

25～36か月

37か月以上

無回答

（％）実際 n=202

希望 n=202
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子ども・子育て会議資料３ 

（ 11）理想とする子どもの人数 

現状 課題 

未就学児の保護者では，“２人以上”の回

答が 94.1％で大半を占めていますが，実際

の子どもの数は理想とする子どもの人数よ

りも少なくなっています。 

小学生の保護者では，“２人”以上の回答

が 91.8％で大半を占めていますが，実際の

子どもの数は理想とする子どもの人数より

も少なくなっています。 

高校卒業年代から39歳までの市民では，

“２人以上”の回答が 60.7％で過半数を占め

る一方，「 子どもを望まない」が 9.5％で全

体の１割弱を占めています。 

“２人以上”の子どもを望む割合が高いも

のの，実際の子どもの人数「 きょうだいの

人数）は少なく理想と現実にギャップがあ

ることから，子どもを望む方が，安心して

子どもを産み育てられることができる支

援が求められます。 

 

 

■理想とする子どもの人数 未就学児の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 未就学児の保護者対象調査） 

 

4.0

55.2

34.2

3.0

1.7

1.9

41.6

47.0

10.2

1.0

0.2

0.0

0 10 20 30 40 50 60

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

（％）理想 n=1162

実際 n=1162
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子ども・子育て会議資料３ 

■理想とする子どもの人数 小学生の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 小学生の保護者対象調査） 

 

■理想とする子どもの人数 高校卒業年代～39歳）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・若者支援に関するニーズ調査」 

 高校卒業年代から 39 歳までの市民対象調査） 

 

5.4

49.9

38.2

3.0

0.7

2.8

27.4

53.6

16.9

1.8

0.3

0.0

0 10 20 30 40 50 60

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

（％）理想 n=1072

実際 n=1072

6.3

44.1

15.1

1.3

0.2

9.5

19.1

4.4

0 10 20 30 40 50

１人

２人

３人

４人

５人以上

子どもを望まない

わからない

無回答

（％）
ｎ=476
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子ども・子育て会議資料３ 

（ 12）理想とする人数の子どもを育てやすくなるための課題 

現状 課題 

未就学児の保護者，小学生の保護者，高

校卒業年代～39 歳のすべての調査対象に

おいて「 子育ての経済的負担が大きい」，「 将

来の教育費の負担」への回答割合が高くな

っています。 

また，ソフト面の要因としても家庭と仕

事の両立に関する環境面を課題とする回答

や，子育てに対する精神的な負担を課題と

する回答がみられます。 

経済的要因を負担とする回答割合が多

くみられ，経済支援や育児環境の充実に資

するサポートが求められています。 

 

■理想とする人数の子どもを育てるために課題となること 未就学児の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 未就学児の保護者対象調査） 

 

79.4

78.0

45.8

42.5

39.6

38.6

38.0

34.0

33.3

32.4

30.5

29.3

28.2

22.7

17.7

16.8

14.7

12.7

5.9

0.6

1.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

子育ての経済的負担が大きい

将来の教育費の負担

柔軟な働き方ができない

子育ての心理的負担が大きい

育児休業等を取りやすい職場環境が未整備

十分な広さの住宅の確保

男性の育児休業の取得が少ない

親との非同居、遠方により親の支援がない

制度利用がキャリアのハンデとなる

子育て世帯への住宅支援が充実していない

育児休業中の所得補償が充実していない

配偶者や家族からの家事育児の協力がない

保育所等に子どもを預けられそうにない

家事・育児支援サービスが充実していない

多子世帯への支援が充実していない

各種保育サービスが充実していない

地域で子育てを助けてもらえない

不妊・不育症等の相談や支援がない

その他

あてはまるものはない

無回答

（％）n=1162
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子ども・子育て会議資料３ 

■理想とする人数の子どもを育てるために課題となること 小学生の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 小学生の保護者対象調査） 

 

■理想とする人数の子どもを育てるために課題となること 高校卒業年代～39 歳）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・若者支援に関するニーズ調査」 高校卒業年代～39 歳） 

79.8

75.2

38.9

36.9

34.3

33.5

33.4

31.7

25.8

25.4

24.9

21.9

21.1

18.7

16.2

12.0

10.5

7.7

5.0

0.7

2.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

将来の教育費の負担

子育ての経済的負担が大きい

柔軟な働き方ができない

子育ての心理的負担が大きい

親との非同居、遠方により親の支援がない

育児休業等を取りやすい職場環境が未整備

配偶者や家族から家事育児の協力がない

十分な広さの住宅の確保

男性の育児休業の取得が少ない

子育て世帯への住宅支援が充実していない

制度利用がキャリアのハンデとなる

保育所等に子どもを預けられそうにない

育児休業中の所得補償が充実していない

家事・育児支援サービスが充実していない

多子世帯への支援が充実していない

各種保育サービスが充実していない

地域で子育てを助けてもらえない

不妊・不育症等の相談や支援がない

その他

あてはまるものはない

無回答

（％）n=1072

83.8

75.0

44.7

44.5

36.8

36.3

36.1

33.6

30.7

30.7

26.3

24.6

23.9

21.2

19.5

15.8

15.5

14.1

3.8

2.9

3.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

子育ての経済的負担が大きい

将来の教育費の負担

育児休業や出産休暇を取る環境が未整備

子育ての心理的負担が大きい

育児休業中の所得補償が充実していない

柔軟な働き方ができない

男性の育児休業の取得が少ない

育児休業や短時間勤務などがハンデとなる

配偶者や家族の家事などへの協力がない

保育所等に子どもを預けられそうにない

子持ち世帯への住宅支援が充実していない

十分な広さの住宅の確保

家事・育児支援サービスが充実していない

各種保育サービスが充実していない

親との非同居、遠方により親の支援がない

地域で子育てを助けてもらえない

多子世帯への支援が充実していない

不妊・不育症等の相談や支援がない

その他

あてはまるものはない

無回答

（％）n=476
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子ども・子育て会議資料３ 

（ 13）日頃子どもをみてもらえる人の有無 

現状 課題 

未就学児の保護者では，「 緊急時等に祖父

母等の親族にみてもらえる」の割合が

54.7％で過半数を占めています。一方，「 い

ずれもいない」の割合が 30.0％で，全体の

３割を占めています。 

小学生の保護者では，「 緊急時等に祖父母

等の親族にみてもらえる」の割合が 47.7％

で半数近くを占めています。一方，「 いずれ

もいない」の割合が 27.6％で，全体の３割

弱を占めています。 

日頃，宛名のお子さんをみてもらえる

 保育園のお迎え，食事や入浴の世話，家

事のお手伝いなど）親族「・知人がいない家

庭が３割程度となっており，核家族化や子

育ての孤立化，日常的に子どもの兄姉が下

の子のお世話をするようなヤングケアラ

ーへの対策が求められます。 

 

■日頃子どもをみてもらえる人の有無 未就学児の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 未就学児の保護者対象調査） 

 

■日頃子どもをみてもらえる人の有無 小学生の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 小学生の保護者対象調査） 

 

54.7

30.0

11.6

11.5

3.4

2.7

1.5

0.6

0 10 20 30 40 50 60 70

緊急時等に祖父母等の親族にみてもらえる

いずれもいない

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時等にみてもらえる友人・知人がいる

緊急時等に子どもの兄姉にみてもらえる

日常的に子どもの兄姉にみてもらえる

日常的にみてもらえる友人・知人がいる

無回答

（％）n=1162

47.7

27.6

23.1

9.6

8.4

6.9

2.5

0.7

0 10 20 30 40 50 60 70

緊急時等に祖父母等の親族にみてもらえる

いずれもいない

緊急時等にみてもらえる友人・知人がいる

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時等に子どもの兄姉にみてもらえる

日常的に子どもの兄姉にみてもらえる

日常的にみてもらえる友人・知人がいる

無回答

（％）n=1072
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子ども・子育て会議資料３ 

（ 14）子育てでの不安や悩み 

現状 課題 

未就学児の保護者では，「 子育てと仕事「・

キャリアとの両立が難しい」 52.1％），「 自

分の時間がとれず自由がない」 50.3％）が

それぞれ５割を超えています。 

小学生の保護者では，「 子どもの進路や進

学のこと」 52.2％），「 子どもの学費のこと」

 42.5％），「 子どもの学力のこと」 36.0％）

と，子どもの教育・進路に関する不安や悩

みが高い割合を占めいています。 

子どもの年齢に応じて回答傾向に違い

がみられるため，各家庭，ライフステージ

に応じた支援が必要です。 

 

■子育てでの不安や悩み 未就学児の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 未就学児の保護者対象調査） 

 

52.1

50.3

40.5

39.0

31.2

25.6

21.2

13.2

12.6

11.2

10.0

4.3

4.0

5.3

7.7

1.5

0 10 20 30 40 50 60

子育てと仕事・キャリアとの両立が難しい

自分の時間がとれず自由がない

子どもの進路や進学のことが心配

子育てに伴う経済的な負担が大きい

子どもの健康や性格や癖などについて心配

子どものお世話を負担に感じるときがある

子どもの発達について心配

配偶者の子育てへのかかわりが少ない

子育てにおわれ社会から孤立するような感じ

子どものアレルギーについて心配

夫婦や家族間で子育てについて考えが違う

子どもの障害について心配

子育てと親等の介護が同時に発生している

その他

特に不安や悩みはない

無回答

（％）n=1162
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子ども・子育て会議資料３ 

■子育てでの不安や悩み 小学生の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 小学生の保護者対象調査） 

 

52.2

42.5

36.0

35.9

30.7

29.5

28.0

24.5

17.5

17.4

16.3

14.9

13.9

13.2

10.0

6.0

5.4

5.1

4.8

3.0

1.2

2.5

8.7

1.6

0 10 20 30 40 50 60

子どもの進路や進学のこと

子どもの学費のこと

子どもの学力のこと

子育てと仕事・キャリアとの両立が難しい

子育てに伴う経済的な負担が大きい

自分の時間がとれず自由がない

子どもの健康や性格や癖などについて心配

スマホやタブレット等に依存している

ゲームに依存している

子どもの発達について心配

学校の保護者会やPTA等の負担が大きい

子どものお世話を負担に感じるときがある

配偶者の子育てへのかかわりが少ない

夫婦や家族間で子育てについて考えが違う

子どものアレルギーについて心配

子育てと親等の介護が同時に発生している

子育てにおわれ社会から孤立するような感じ

子どもの障害について心配

子どもの不登校について心配

インターネットやSNSに関するトラブル

子どもの引きこもりについて心配

その他

特に不安や悩みはない

無回答

（％）
n=1072
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子ども・子育て会議資料３ 

（ 15）気軽に相談できる相談先 

現状 課題 

未就学児の保護者，小学生の保護者とも

に 家族や親族」， 友人や知人」等の身近

な人を相談先とする傾向が強い。 

身近に相談できる人がいない人や専門

的な相談を望む人が相談しやすいように

相談機関の周知や相談しやすい環境の整

備の検討を要します。 

 

■気軽に相談できる相談先 未就学児の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 未就学児の保護者対象調査） 

 

85.2

64.3

37.5

18.3

12.4

11.0

8.3

5.8

5.7

5.2

4.7

1.9

0.9

0.9

0.3

0.0

2.5

1.5

1.1

1.4

1.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

家族や親族

友人や知人

保育所・幼稚園

職場の人

保育所・幼稚園等の他の保護者

かかりつけの医師

子育て支援施設

近所の人

子ども発達センター

SNSやインターネット上で相談する

子ども家庭支援センターすこやか

保健センター

子育てサークル・団体

自治体の子育て関連担当窓口

社会福祉協議会福祉コーディネーター

民生委員・児童委員

相談相手がいない

相談する機関がわからない

相談することがない

その他

無回答

（％）
n=1162
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子ども・子育て会議資料３ 

■気軽に相談できる相談先 小学生の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 小学生の保護者対象調査） 

 

77.5

65.0

20.9

19.1

14.4

7.6

6.4

4.2

2.1

2.1

1.6

1.4

0.6

0.2

0.2

0.2

3.8

1.9

2.3

2.0

1.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

家族や親族

友人や知人

学校の先生

職場の人

学校の他の保護者

近所の人

かかりつけの医師

学童クラブやあそビバ

子ども家庭支援センターすこやか

教育相談所

SNSやインターネット上で相談する

子ども発達センター

子育てサークル・団体

民生委員・児童委員

社会福祉協議会福祉コーディネーター

自治体の子育て関連担当窓口

相談相手がいない

相談する機関がわからない

相談することがない

その他

無回答

（％）
n=1072
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子ども・子育て会議資料３ 

（ 16）子育てに関する情報の入手先 

現状 課題 

未就学児の保護者，小学生の保護者とも

に 近所の人，知人，友人」， 保育所，幼

稚園，学校」が最も高い割合を占めていま

す。 

保育所，幼稚園，学校と連携した情報提

供や必要な情報が必要な方に届くような

周知方法の検討が必要です。 

 

■子育てに関する情報の入手先 未就学児の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 未就学児の保護者対象調査） 

 

64.0

63.8

41.0

37.9

35.3

26.8

14.0

14.0

9.5

5.9

4.0

2.7

0.9

0.9

6.3

1.2

2.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

近所の人、知人、友人

保育所、幼稚園、学校

親族

市の広報紙やパンフレット

インターネット

調布子育て応援サイト「コサイト」

市のホームページ

テレビ、ラジオ、新聞

子育て雑誌

市役所や市の機関の窓口

市のLINE

子育てサークルの仲間

市のフェイスブックやインスタグラム

市からのSMS通知

その他

情報の入手先がわからない

無回答

（％）
n=1162
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子ども・子育て会議資料３ 

■子育てに関する情報の入手先 小学生の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 小学生の保護者対象調査） 

 

69.9

50.9

34.2

33.8

32.3

20.1

13.1

12.6

5.5

5.1

3.7

2.3

2.1

0.9

3.3

1.6

2.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

近所の人、知人、友人

保育所、幼稚園、学校

インターネット

市の広報紙やパンフレット

親族

テレビ、ラジオ、新聞

調布子育て応援サイト「コサイト」

市のホームページ

市役所や市の機関の窓口

子育て雑誌

市のLINE

子育てサークルの仲間

市からのSMS通知

市のフェイスブックやインスタグラム

その他

情報の入手先がわからない

無回答

（％）n=1072
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子ども・子育て会議資料３ 

（ 17）市の子育て支援に関する事業やサービス等の認知状況 

現状 課題 

未就学児の保護者では，最も認知状況が

高かったのは「 子ども家庭支援センター「 す

こやか」」で，81.0％の回答者に認知されて

います。 

小学生の保護者では，最も認知状況が高

かったのは 放課後子供教室 あそビバ」」

で，92.5％の回答者に認知されています。 

市で実施している事業「・サービスについ

ては，すべての事業「・サービスで，必要と

している情報が届くよう認知アップの検

討が必要です。 

 

■市の子育て支援に関する事業やサービス等の認知状況 未就学児の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 未就学児の保護者対象調査） 

 

■市の子育て支援に関する事業やサービス等の認知状況 小学生の保護者）■ 

 
※放課後子供教室 ユーフォー」は，令和５年度から名称が あそビバ」へと変更されました。 

 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 小学生の保護者対象調査） 

81.0

71.7

71.3

70.3

62.5

57.3

56.9

52.8

47.8

44.2

39.8

29.3

14.6

7.6

5.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

子ども家庭支援センター「すこやか」

児童館等の子育てひろば

調布子育て応援サイト「コサイト」

子育てカフェ aona

保育所や幼稚園の園庭等の開放

子育て支援情報誌

プレイセンター

子ども発達センター

保健センター（相談）

保健センター（教室・講座）

子ども食堂

保育所の育児相談

教育相談所の相談事業

地域交流スペースまんまる

無回答

（％）n=1162

92.5

88.6

82.4

81.9

65.0

64.5

61.3

59.7

58.3

37.2

28.5

27.9

7.1

3.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

放課後子供教室「あそビバ」

学童クラブ

児童館の各種事業・イベント

調布市子ども家庭支援センター「すこやか」

子育てカフェ aona

ファミリー・サポート・センター

調布子育て応援サイト「コサイト」

子ども食堂

「元気に育て！！ 調布っ子」

子ども発達センター相談事業

市で実施している家庭相談 ひとり親相談

教育相談所の教育相談

地域交流スペースまんまる

無回答

（％）n=1072
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（ 18）市の子育て支援に関する事業やサービス等の利用状況 

現状 課題 

未就学児の保護者では，最も利用されて

いるのは 子ども家庭支援センター すこ

やか」」で，59.4％の回答者が「 利用経験あ

り」としています。 

小学生の保護者では，最も利用されてい

るのは 放課後子供教室 あそビバ」」で，

73.5％の回答者が 利用経験あり」として

います。 

ライフステージに合わせて利用したい

方が利用できるよう事業やサービスを継

続や見直し，改善の検討をしていく必要が

あります。 

■市の子育て支援に関する事業やサービス等の利用状況 未就学児の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 未就学児の保護者対象調査） 

 

■市の子育て支援に関する事業やサービス等の利用状況 小学生の保護者）■ 

 
※放課後子供教室 ユーフォー」は，令和５年度から名称が あそビバ」へと変更されました。 

 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 小学生の保護者対象調査） 

59.4

49.9

47.2

37.8

34.1

31.2

22.5

21.9

21.7

14.0

5.1

4.0

2.5

2.3

13.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

子ども家庭支援センター「すこやか」

調布子育て応援サイト「コサイト」

児童館等の子育てひろば

プレイセンター

子ども発達センター

子育て支援情報誌

保健センター（教室・講座）

子育てカフェ aona

保育所や幼稚園の園庭等の開放

保健センター（相談）

保育所の育児相談

教育相談所の相談事業

地域交流スペースまんまる

子ども食堂

無回答

（％）n=1162

73.5

61.6

60.0

46.2

45.8

38.8

28.7

16.2

13.2

12.7

9.5

2.4

2.3

5.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

放課後子供教室「あそビバ」

調布市子ども家庭支援センター「すこやか」

児童館の各種事業・イベント

子育てカフェ aona

学童クラブ

調布子育て応援サイト「コサイト」

「元気に育て！！ 調布っ子」

子ども発達センター相談事業

ファミリー・サポート・センター

教育相談所の教育相談

子ども食堂

市で実施している家庭相談 ひとり親相談

地域交流スペースまんまる

無回答

（％）n=1072
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（ 19）市の子育て支援に関する事業やサービス等の利用意向 

現状 課題 

未就学児の保護者では，「 子ども家庭支援

センター「 すこやか」」 46.6％），「 調布子育

て応援サイト「 コサイト」」 44.3％），「 プレ

イセンター」 40.8％）が上位となっていま

す。 

小学生の保護者では， 放課後子供教室

 あそビバ」」 54.7％）の利用意向が半数以

上を占めています。 

ライフステージに合わせて利用したい

と思ってもらえるよう，子ども，子育て当

事者の意見を聴きながら事業やサービス

の継続や見直し，改善の検討が必要です。 

■市の子育て支援に関する事業やサービス等の利用意向 未就学児の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 未就学児の保護者対象調査） 

 

■市の子育て支援に関する事業やサービス等の利用意向 小学生の保護者）■ 

 
※放課後子供教室 ユーフォー」は，令和５年度から名称が あそビバ」へと変更されました。 

 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 小学生の保護者対象調査） 

46.6

44.3

40.8

35.3

34.7

32.4

28.5

27.4

25.7

22.4

18.6

17.8

17.2

16.6

17.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80

子ども家庭支援センター「すこやか」

調布子育て応援サイト「コサイト」

プレイセンター

児童館等の子育てひろば

子ども発達センター

子育て支援情報誌

保健センター（教室・講座）

保育所や幼稚園の園庭等の開放

子育てカフェ aona

保健センター（相談）

教育相談所の相談事業

子ども食堂

保育所の育児相談

地域交流スペースまんまる

無回答

（％）n=1162

54.7

45.9

33.4

27.2

26.8

25.2

21.1

19.2

16.7

15.9

12.9

9.0

6.8

18.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80

放課後子供教室「あそビバ」

児童館の各種事業・イベント

調布子育て応援サイト「コサイト」

学童クラブ

「元気に育て！！ 調布っ子」

子育てカフェ aona

子ども食堂

教育相談所の教育相談

調布市子ども家庭支援センター「すこやか」

ファミリー・サポート・センター

子ども発達センター相談事業

地域交流スペースまんまる

市で実施している家庭相談 ひとり親相談

無回答

（％）n=1072
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（ 20）市の子育て環境や支援への満足度 

現状 課題 

未就学児の保護者では， やや満足」

 55.8％）と「 満足」 9.6％），を足し合わ

せた“満足”が 65.4％，「 やや不満」 24.9％）

と「 不満」 3.7％）を足し合わせた“不満”が

28.6％となっています。 

前回調査結果と比較して，“満足”が 10.7

ポイントの増加。“不満”が 14.2 ポイントの

減少となりました。 

また，小学生の保護者では， やや満足」

 57.7％）と「 満足」 10.2％），を足し合わ

せた“満足”が 67.9％，「 やや不満」 23.4％）

と「 不満」 3.4％）を足し合わせた“不満”が

26.8％となっています。 

前回調査結果と比較して，“満足”が 4.7 ポ

イントの増加。“不満”が 9.3 ポイントの減

少となりました。 

満足度の向上に向けては，多角的な子ど

も・子育て支援施策，アプローチによる継

続的な取組が必要です。 

■市の子育て環境や支援への満足度 未就学児の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 未就学児の保護者対象調査） 

 

■市の子育て環境や支援への満足度 小学生の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 未就学児の保護者対象調査） 

3.7

24.9

55.8

9.6

6.1

6.9

35.9

49.7

5.0

2.5

0 10 20 30 40 50 60 70

不満

やや不満

やや満足

満足

無回答

（％）
今回 n=1162

前回 n=1187

3.4

23.4

57.7

10.2

5.3

6.1

30.0

55.1

8.1

0.7

0 10 20 30 40 50 60 70

不満

やや不満

やや満足

満足

無回答

（％）今回 n=1072

前回 n=1206
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４-１．待機児童・一時預かりについて 

（ １）保育所の定員数と待機児童数の推移 

現状 課題 

令和６年４月１日の保育所待機児童数は

13人となっています。 

過去10年でピークとなった平成29年度

と比較して 292 人，前年と比較して１人減

少しています。 

待機児童がいる1歳児クラスの定員数の

確保および申込みが減少傾向にある0歳児

クラスの空き定員への対応が課題となっ

ています。 

 

■保育所の定員数と待機児童数の推移■ 

 
 資料）調布市子ども生活部保育課 各保育施設定員数」各年４月１日時点 

調布市子ども生活部保育課 待機児童数」各年４月１日時点 

■待機児童の定義■ 

 

4,517

4,952

5,294

6,089
6,237 6,304

6,547 6,609 6,583 6,579

296
289

312

167

182

149

46

16 14 13

0

50

100

150

200

250

300

350

0

2,000

4,000

6,000

8,000

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

（待機児童数：人）（保育所定員数：人）

保育所定員数

待機児童数

保護者が特定の保育園を希望していたり，認可外施設等の利用，育児休業中で復職に関する確認がで

きない場合は，待機児童から除外できる要件としています。このように，認可保育園に入りたくても待

機児童に含まれない児童は， 潜在的待機児童」と言われています。平成 29 年度からの国の新たな定義

では，保護者が育児休業中で， 保育園に入園できれば復職できること」が確認できない場合には，待機

児童に含めないことになりました。 

 

【調布市の取扱い】 

➡待機児童に含める 

 求職中で申込みされている方 

➡待機児童に含めない 

 認可外(認証保育所，保育ママ，グループ型保育，企業主導型保育所)に入っている方・特定の保

育施設だけを希望された方 

 育児休業で復職に関する確認ができない方 
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（ ２）一時預かり事業を取り巻く状況 

① 一時預かりの利用意向 

現状 課題 

 一時預かり」 38.0％）が最も高い割合

を占めており， すこやか保育」 20.2％），

 幼稚園の預かり保育」 18.2％）， ファミ

リー・サポート・センター」 16.9％）等が

これに続いています。 利用したい事業はな

い」は 29.2％となっています。 

多様なニーズを抱えた保護者，子どもへ

の支援として，保育園や，子ども家庭支援

センターすこやかで実施するすこやか保

育事業やファミリー・サポート・センター

事業など，子どもの一時預かりに対するニ

ーズが一定数あります。令和６年度は新た

に東京都の補助を活用したベビーシッタ

ー利用支援事業を実施しており，今後も引

き続き，ニーズを把握した取組を進めてい

く必要があります。 

 

【不定期利用の一時預かり事業】 

 一時預かり，幼稚園の預かり保育 

 ファミリー・サポート・センター 

 すこやか保育 

 トワイライトステイ 

 子どものショートステイ 

 ベビーシッター・家事育児支援サービス 

 

■今後利用したい事業■ 

 

 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 未就学児の保護者対象調査） 

 

38.0

20.2

18.2

16.9

16.4

9.2

7.1

1.8

29.2

9.6

0 10 20 30 40 50

一時預かり

すこやか保育

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

         ・家事育児支援サービス

子どもショートステイ

トワイライトステイ

その他

利用したい事業はない

無回答

（％）n=1162
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② 一時預かりを利用していない理由 

現状 課題 

 特に利用する必要がない」 48.0％）が

最も高い割合を占めており， 利用したい時

に利用しにくい」 21.1％）， 利用料の負担」

 14.5％）， 事業の利用方法がわからない」

 14.2％）等がこれに続いています。 

利用方法，利用料，利用方法の周知など

は利用者の意見を聴きながらの見直しや

改善が可能かの検討が必要です。 

 

【不定期利用の一時預かり事業】 

 一時預かり，幼稚園の預かり保育 

 ファミリー・サポート・センター 

 すこやか保育 

 トワイライトステイ 

 子どものショートステイ 

 ベビーシッター・家事育児支援サービス 

 

■利用していない理由■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 未就学児の保護者対象調査） 

48.0

21.1

14.5

14.2

12.4

10.3

9.6

6.7

3.1

7.1

1.6

0 10 20 30 40 50 60

特に利用する必要がない

利用したい時に利用しにくい

利用料の負担

事業の利用方法がわからない

事業の利便性がよくない

知らなかった

自分が事業の対象者になるのかわからない

事業の質に不安がある

利用したい事業が地域にない

その他

無回答

（％）n=812
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４-２．子どもの権利について 

（ １）調布市子ども条例の認知状況 

現状 課題 

調布市子ども条例の認知状況について

は，小学生の保護者で過半数が認知してい

る一方，未就学児の保護者及び中高生では

知らないが過半数を占めています。 

 知らない」と回答する回答者の割合が

多くなっており，認知状況を上げるため，

今後の周知・啓発が必要です。 

 

■調布市子ども条例の認知状況■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 未就学児の保護者対象調査） 

 

9.4%

9.4%

5.2%

34.8%

42.4%

19.2%

52.2%

45.1%

69.5%

3.7%

3.2%

6.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学児の保護者(n=1,162)

小学生の保護者(n=1,072)

中高生(n=728)

知っている 言葉だけ知っている 知らない 無回答
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子ども・子育て会議資料３ 

（ ２）「子どもの権利」の認知状況 

現状 課題 

 子どもの権利」の認知状況について

は，すべての調査対象について 知ってい

る」が５割に満たない状況となっていま

す。 

 言葉だけ知っている」 知らない」と回

答する回答者の割合が多くなっており，認

知状況を上げるため，今後の周知・啓発が

必要です。 

 

 ■「子どもの権利」の認知状況 未就学児の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 未就学児の保護者対象調査） 

 

42.3%

43.5%

44.5%

33.6%

37.6%

25.4%

20.5%

15.8%

24.0%

3.5%

3.2%

6.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学児の保護者(n=1,162)

小学生の保護者(n=1,072)

中高生(n=728)

知っている 言葉だけ知っている 知らない 無回答
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子ども・子育て会議資料３ 

（ ３）大切だと思う子どもの権利 

現状 課題 

すべての調査対象について，最も大切だ

と思われている子どもの権利は 安心して

生きること」となっています。 

子どもの権利を尊重できるよう周知・啓

発が必要です。 

 

■大切だと思う子どもの権利 未就学児の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 未就学児の保護者対象調査） 

 

91.2

87.7

87.6

87.2

86.4

85.0

84.2

83.8

79.4

76.2

73.2

68.3

66.4

62.0

44.1

2.1

3.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

安心して生きること

愛されて幸せな生活を送る

暴力を受けたり不当な扱いをされない

健康で必要な医療や保健サービスを受ける

心や体が十分に成長する教育を受ける

自分の意見を自由に言える

差別されない

戦争に巻き込まれず平和に生活する

自分が学びたい通り学び成長する

休んだり遊んだりする

悪口を言われたり仲間はずれにされない

生活資金がない時国から支援される

スポーツや芸術を楽しむ活動に参加する

子どもに対し一番よいことを考えられる

子ども同士で集まる・グループを作る

その他

無回答

（％）
n=1162



 

33 

 

子ども・子育て会議資料３ 

■大切だと思う子どもの権利 小学生の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 小学生の保護者対象調査） 

■大切だと思う子どもの権利 中高生）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・若者支援に関するニーズ調査」 中高生対象調査） 

 

89.4

84.3

83.4

82.6

82.6

82.4

79.0

77.3

74.0

67.3

67.2

64.2

59.0

58.1

36.8

2.0

3.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

安心して生きること

暴力を受けたり不当な扱いをされない

健康で必要な医療や保健サービスを受ける

差別されない

愛されて幸せな生活を送る

心や体が十分に成長する教育を受ける

自分の意見を自由に言える

戦争に巻き込まれず平和に生活する

自分が学びたい通り学び成長する

休んだり遊んだりする

悪口を言われたり仲間はずれにされない

生活資金がない時国から支援される

子どもに対し一番よいことを考えられる

スポーツや芸術を楽しむ活動に参加する

子ども同士で集まる・グループを作る

その他

無回答

（％）n=1072

79.5

71.7

71.3

70.1

69.5

69.5

69.1

68.0

66.8

66.5

64.4

58.4

51.2

47.9

38.3

4.5

6.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

安心して生きること

差別されない

暴力を受けたり不当な扱いをされない

愛されて幸せな生活を送る

健康で必要な医療や保健サービスを受ける

心や体が十分に成長する教育を受ける

自分の意見を自由に言える

戦争に巻き込まれず平和に生活する

自分が学びたい通り学び成長する

休んだり遊んだりする

悪口を言われたり仲間はずれにされない

生活資金が足りない時国から支援される

スポーツや芸術を楽しむ活動に参加する

子どもに対し一番よいことを考えられる

子ども同士で集まる・グループを作る

その他

無回答

（％）n=728
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子ども・子育て会議資料３ 

（ ４）子どもの権利を守るため必要な仕組み 

現状 課題 

中高生を対象としたニーズ調査では，「 学

校で教える」 61.0％），「 子どもが意見を言

える仕組みがある」 57.6％）が高い割合を

占めています。 

小学生を対象とした 調布っ子アンケー

ト」においても，「 学校で教える」 25.6％）

が最も高い割合を占めています。 

学校で教える，子どもが意見を言える仕

組み，相談できる場所があるなどが高い回

答率となっており，学校と連携した教育や

子どもの権利を守る取組の検討が重要と

されています。 

また，全庁的に， 子どもの権利」や「 子

どもの意見の尊重」など，子どもを主体と

した施策を展開していく必要があります。 

 

■「子どもの権利」が守られるようになるにはどうしたらいいと思うか■ 

 
 資料） 調布っ子アンケート」 小学生） 

 

■子どもの権利を守るため必要な仕組み■ 

 
 資料） 調布市「子ども・若者支援に関するニーズ調査」 中高生対象調査） 

25.6 

17.1 

12.4 

11.5 

9.1 

7.7 

6.3 

0.4 

10.0 

0 10 20 30

学校で教える

大人に伝えたいことを伝える手助けをしてくれる人がいる

大人に子どもの権利についてもっと伝える

困った時に誰にも知られず相談できる場所がある

子どもが意見を言える場所や機会がある

子どもの権利が守られているかを見張る

困った時に電話やSNS，メールなどで相談できる

その他

特になし

（％）ｎ=814

61.0

57.6

46.7

45.7

43.0

36.8

35.6

4.9

6.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

学校で教える

子どもが意見を言える仕組みがある

誰にも知られず相談できる場所がある

困ったことなどを伝える手助けがある

大人に子どもの権利についてもっと伝える

子どもの権利が守られているか見張る仕組み

電話やSNS、メールなどで相談できる

特になし

無回答

（％）n=728
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子ども・子育て会議資料３ 

（ ５）子どもの意見の尊重 

現状 課題 

① 自分の意見や思いを 言えている」が

全体の 86.6％を占めています。 

子どもの意見や思いを大事にしてくれ

る大人を増やし，意見が言いやすい環境を

醸成することが必要となります。 

② 周囲の大人は自分の意見を大事にし

ているかでは，「 そう思う」と「 どちら

かといえばそう思う」を足し合わせた

“そう思う”が，全体の 84.9％を占めて

います。 

 

① お家や学校，大人などに自分の意見や思いを自由に言えていますか。 

■お家や学校，大人などに自分の意見や思いを自由に言えていますか■ 

 
 資料） 調布っ子アンケート」 小学生） 

② 周囲の大人は意見を大事にしてくれているか 

■周囲の大人は意見を大事にしてくれているか■ 

 
 資料） 調布市「子ども・若者支援に関するニーズ調査」 中高生対象調査） 

 

言えている

86.6%

言えていない

9.8%

無回答 3.6%

ｎ=389

59.1

25.8

7.4

0.7

0.8

6.2

0 10 20 30 40 50 60 70

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答

（％）n=728
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子ども・子育て会議資料３ 

（ ６）意見を言いやすくなるための仕組み 

現状 課題 

 タブレットやパソコンを使った方法

 メール・LINE など）」が最も高い割合を

占めています。 

デジタルを活用した意見を聴く取組の

検討が必要です。 

 

■どうしたら，自分の意見を言いやすくなると思いますか■ 

 
 資料） 調布っ子アンケート」 小学生） 

 

23.9 

20.5 

17.2 

16.5 

7.8 

3.4 

1.7 

9.0 

0 10 20 30

タブレットやパソコンを使った方法（メール・LINEなど）

身近な大人に話して伝えてもらう方法

手紙などで伝える方法

学校，児童館などに意見を言える箱を置くなど

子どもや若者が集まり会議などで話し合って伝える方法

市長や市役所の人にあって伝える方法

その他

伝えやすそうな方法はない

（％）ｎ=644



 

37 

 

子ども・子育て会議資料３ 

４-３．地域交流の場・子ども食堂について 

 １）地域交流の場の利用の有無 

現状 課題 

未就学児の保護者では，「 あてはまるもの

はない」が 53.4％を占めており，地域での

活動や場を利用したことがあるとする回答

は３割未満となっています。 

小学生の保護者では，「 あてはまるものは

ない」が 58.3％を占めており，地域での活

動や場を利用したことがあるとする回答は

約２未満となっています。 

地域交流の場の利用がない人が半数以

上となっており，地域の子育て支援活動の

支援や周知の検討が必要です。 

 

■地域交流の場の利用の有無 未就学児の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 未就学児の保護者対象調査） 

 

■地域交流の場の利用の有無 小学生の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 小学生の保護者対象調査） 

20.8

17.8

7.8

5.6

3.7

0.2

2.7

53.4

3.7

0 10 20 30 40 50 60 70

地域で行っている子育て支援活動

認可保育園 幼稚園等実施の地域交流事業

地域の団体が行っている居場所

自治会

子ども食堂

地区協議会

その他

あてはまるものはない

無回答

（％）n=1162

14.9

11.9

10.9

7.3

6.7

1.8

3.2

58.3

3.5

0 10 20 30 40 50 60 70

地域で行っている子育て支援活動

自治会

認可保育園 幼稚園等実施の地域交流事業

子ども食堂

地域の団体が行っている居場所

地区協議会

その他

あてはまるものはない

無回答

（％）n=1072
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子ども・子育て会議資料３ 

（ ２）あるとよいと思う地域の活動 

現状 課題 

未就学児の保護者では，「 子どもが楽しく

遊べる活動」 70.7％），「 不意の外出時など

に子どもを預かる活動」 48.0％），「 子ども

に運動や勉強を教える活動」 46.4％）が高

い割合を占めています。 

小学生の保護者では，「 子どもが楽しく遊

べる活動」 57.2％），「 子どもに運動や勉強

を教える活動」 46.9％），「 子どもの見守り

をしてくれる活動」 43.1％）が高い割合を

占めいています。 

ニーズ調査結果を参考に地域活動の支

援，周知の検討が必要です。 

 

■あるとよいと思う地域交流の活動 未就学児の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 未就学児の保護者対象調査） 

 

70.7

48.0

46.4

45.2

34.0

30.2

28.1

16.5

15.8

1.3

3.3

2.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

子どもが楽しく遊べる活動

不意の外出時などに子どもを預かる活動

子どもに運動や勉強を教える活動

子どもの見守りをしてくれる活動

悩みを気軽に相談できる活動

子育て関連情報を簡単に共有できる活動

親同士で話ができる仲間作りの活動

子どもの食事を支援する活動

子育て家庭の家事を支援し合う活動

その他

あてはまるものはない

無回答

（％）
n=1162
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子ども・子育て会議資料３ 

■あるとよいと思う地域交流の活動 小学生の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 小学生の保護者対象調査） 

 

57.2

46.9

43.1

35.2

28.1

22.1

17.5

12.1

9.5

0.7

6.6

3.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80

子どもが楽しく遊べる活動

子どもに運動や勉強を教える活動

子どもの見守りをしてくれる活動

不意の外出時などに子どもを預かる活動

悩みを気軽に相談できる活動

子育て関連情報を簡単に共有できる活動

親同士で話ができる仲間作りの活動

子どもの食事を支援する活動

子育て家庭の家事を支援し合う活動

その他

あてはまるものはない

無回答

（％）n=1072
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子ども・子育て会議資料３ 

（ ３）子ども食堂の運営費支援等 

現状 課題 

地域の子どもやその保護者へ食事や地域

交流の場を提供，さまざまな理由で十分な

食事を取ることができない，生活に困って

いる状況の人々に食品等を届けることで各

家庭が安定した食事の機会を確保できるよ

うに，子ども食堂等を実施する団体が市内

各所にあります。 

新型コロナウイルス感染症の流行以降，

子どもの食の支援をする団体が増えてきま

した。 

令和２年度から市として，孤食や子育て

の孤立化，生活困窮といった対策，地域交

流の場として，子ども食堂等の団体を支援

するため，東京都の補助金「・調布市子ども・

若者基金を活用した団体への運営費支援，

広報支援を行っていますが，近年，団体数

が増加傾向にあるため，適切な運営費支援

ができるよう，調布市子ども・若者基金の

周知や国「・東京都の補助金の活用などによ

る財源確保の必要があります。  

 

■子ども食堂の運営費支援等■ 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

補助団体数 件） 6 10 14 22 

補助金額 円） 5,490,000 3,795,000 8,792,840 11,644,130 

子ども食堂等利用

者数 延べ人数） 
8,359 9,313 12,435 26,844 

実施回数 回） 100 176 235 603 

 資料）調布市子ども生活部子ども政策課 子ども食堂の運営費支援等」 

※ 子ども食堂等利用者数 延べ人数）は補助団体のみのため補助金を交付していない団体の利用者数は除

く。 

※ 実施回数は補助団体のみのため補助金を交付していない団体の実施回数は除く。 
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子ども・子育て会議資料３ 

５．児童虐待防止について 

（ １）虐待に関する相談の推移 

現状 課題 

虐待に関する相談件数は，平成 29 年以

降増加傾向にありましたが，令和４年度に

減少に転じています。児童虐待に関する相

談は，依然として多く寄せられ，子育てに

困難を抱える世帯がこれまで以上に顕在化

しています。 

児童相談所，警察署，医師会，庁内関係

部署等の関係機関や地域との連携を強化

し，迅速かつ適切な対応が求められていま

す。 

 

■虐待に関する相談件数の推移■ 

 
 資料）調布市子ども生活部子ども政策課 事務報告書」 

 

293

341
375
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560
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200
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1,000
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(件)



 

42 

 

子ども・子育て会議資料３ 

（ ２）世話をしている家族の有無 

現状 課題 

令和５年１月～２月にかけて実施した

 子どもの生活実態に関する調査 ヤング

ケアラー実態調査）」によると，世話をして

いる家族の有無については小学生が

11.1％で他世代と比べて最も多くなってい

ます。 

小学生，中学生においては，国の調査結

果よりも「 いる」と回答した割合が高くな

っています。 

ヤングケアラーに関する正しい理解と

相談窓口について周知するとともに支援

体制を整備する必要があります。 

 

■世話をしている家族の有無■ 

 
 資料）調布市 子どもの生活実態に関する調査 ヤングケアラー実態調査）」令和４年度 

 

11.1%

6.6%

3.3%

4.1%

88.9%

93.4%

96.7%

95.9%

0% 50% 100%

小学生(n=2,865)

中学生(n=3,409)

高校生世代(n=1,123)

大学生世代(n=628)

いる いない

国の調査

「いる」

6.5％

5.7％

4.1％

4.1％
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子ども・子育て会議資料３ 

（ ３）ヤングケアラーという言葉の認知 

現状 課題 

ヤングケアラーという言葉については，

未就学児の保護者，小学生の保護者ともに

７割以上に認知されています。 

ヤングケアラーについては認知状況度

が高まってきているものの，ヤングケアラ

ーの負担軽減に向けて，継続した周知・啓

発が必要です。 

 

■ヤングケアラーという言葉を知っているか 未就学児の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 未就学児の保護者対象調査） 

 

■ヤングケアラーという言葉を知っているか 小学生の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 小学生の保護者対象調査） 

 

75.0

10.9

10.8

3.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

知っている

言葉だけ知っている

知らない

無回答

（％）n=1162

82.0

8.8

6.3

3.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

知っている

言葉だけ知っている

知らない

無回答

（％）n=1072
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子ども・子育て会議資料３ 

（ ４）児童虐待を発見した際の通告・通報先 

現状 課題 

児童虐待を発見した際の通告・通報先と

して最も認知されているのは「 児童相談所」

となっています。 

虐待からこどもを守るため，子ども家庭

支援センター「 すこやか」やすこやか虐待

防止ホットラインについても継続した周

知・啓発が必要です。 

 

■児童虐待を発見した際の通告・通報先 未就学児の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 未就学児の保護者対象調査） 

 

■児童虐待を発見した際の通告・通報先 小学生の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 小学生の保護者対象調査） 

 

43.7

13.8

9.6

8.6

6.9

5.8

5.4

2.1

0.1

0.0

0.1

4.0

0 10 20 30 40 50

児童相談所

警察

虐待ダイヤル189番

子ども家庭支援センター「すこやか」

市役所

すこやか虐待防止ホットライン

保育園・幼稚園

保健センター

民生委員・児童委員

教育委員会の相談窓口

その他

無回答

（％）n=1162

37.3

17.2

12.6

9.7

9.1

7.2

1.1

1.0

0.4

0.2

0.7

3.5

0 10 20 30 40 50

児童相談所

警察

虐待ダイヤル189番

すこやか虐待防止ホットライン

子ども家庭支援センター「すこやか」

市役所

保健センター

保育園・幼稚園

教育委員会の相談窓口

民生委員・児童委員

その他

無回答

（％）n=1072



 

45 

 

子ども・子育て会議資料３ 

（ ５）児童虐待について知っていること 

現状 課題 

児童虐待について知っていることとして

は， しつけと称した体罰等は虐待にあた

る」が最も高い割合を占めています。 

選択項目によっては認知状況が低いも

のもあるため，継続した周知・啓発が必要

です。 

 

■児童虐待について知っていること 未就学児の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 未就学児の保護者対象調査） 

 

■児童虐待について知っていること 小学生の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 小学生の保護者対象調査） 

 

77.2

72.1

59.2

43.6

13.9

12.0

9.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

しつけと称した体罰等は虐待にあたる

虐待が疑われる子を発見した際の通告義務

児童虐待の通告をした者の秘密は守られる

子どもの前での夫婦喧嘩等は虐待にあたる

児童相談所全国共通ダイヤル番号189

児童虐待防止                   

無回答

（％）n=1162

78.7

71.9

63.4

48.1

19.2

13.2

8.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

しつけと称した体罰等は虐待にあたる

虐待が疑われる子を発見した際の通告義務

児童虐待の通告をした者の秘密は守られる

子どもの前での夫婦喧嘩等は虐待にあたる

児童相談所全国共通ダイヤル番号189

児童虐待防止                   

無回答

（％）n=1072
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子ども・子育て会議資料３ 

６-１．幼稚園・保育園について 

（ １）教育・保育の事業を希望する上で重視する条件 

現状 課題 

 安心して預けられる」 87.5％），「 子ど

もが元気に遊べる」 74.5％），「 教員「・保育

者の印象がよい」 71.9％）が上位３位を占

めています。 

各施設での保育の質の確保「・向上に継続

的に取り組むことが必要です。 

 

■教育・保育の事業を希望する上で重視する条件 未就学児の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 未就学児の保護者対象調査） 

 

87.5

74.5

71.9

70.9

67.1

64.8

61.5

60.9

59.5

59.1

56.9

53.7

53.4

45.2

29.4

25.0

19.3

17.4

9.8

5.1

2.2

0.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

安心して預けられる

子どもが元気に遊べる

教員・保育者の印象がよい

自宅からの距離が近い

保育時間が利用希望に合う

給食がある

園庭がある

家ではできないような体験ができる

生活に必要な習慣が身につく

施設や設備が充実している

子どもの教育をしてくれる

保育の内容や指針が希望にあう

保育料が適切である

認可されている施設である

支援・サービスが充実している

利用する駅や職場からの距離が近い

きょうだいが通っている

通園バスがある

周囲の子が通っている

親が運営・行事に関わる機会が多い

その他

無回答

（％）n=1065
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子ども・子育て会議資料３ 

（ ２）土曜日・休日等の定期的な教育・保育事業の利用について 

現状 課題 

土曜日，日曜日・祝日については 利用

する必要はない」が過半数を占めています。 

一方，長期休暇期間中については利用意

向が高まります。 

土曜日，日曜日・祝日については，一定

の利用希望がみられ，引き続き受入れ体制

の確保が必要です。 

また，長期休暇期間については，教育・

保育事業の利用意向が高まることから，必

要に応じた受入れ体制の確保が求められ

ます。 

 

① 土曜日：利用希望 

■土曜日：利用希望■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 未就学児の保護者対象調査） 

 

② 日曜日・祝日：利用希望 

■日曜日・祝日：利用希望■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 未就学児の保護者対象調査） 

 

57.3

18.5

12.6

2.2

6.7

2.7

0 10 20 30 40 50 60 70

利用する必要はない

月に１日は利用したい

月に２日は利用したい

月に３日は利用したい

月に４日以上は利用したい

無回答

（％）n=1162

73.0

15.2

6.4

0.7

2.1

2.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

利用する必要はない

月に１日は利用したい

月に２日は利用したい

月に３日は利用したい

月に４日以上は利用したい

無回答

（％）n=1162
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子ども・子育て会議資料３ 

③ 長期休暇期間中の教育･保育事業の利用希望 

■長期休暇期間中の教育･保育事業の利用希望■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 未就学児の保護者対象調査） 

 

21.2

12.5

16.7

17.8

6.8

22.7

0.4

1.9

0 10 20 30

利用する必要はない

週に１日は利用したい

週に２日は利用したい

週に３日は利用したい

週に４日は利用したい

週に５日は利用したい

週に６日以上は利用したい

無回答

（％）n=264
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子ども・子育て会議資料３ 

６-２．多様な保育ニーズについて 

（ １）定期預かり事業の利用意向 

現状 課題 

 利用したい」 47.1％），「 利用したいと

は思わない」 46.9％）となっています。 

回答者の半数近くが「 利用したい」と回

答しているため，今後の事業展開に関する

検討を要します。 

 

■定期預かり事業の利用意向 未就学児の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 未就学児の保護者対象調査） 

 

（ ２）定期預かり事業を利用したい理由 

現状 課題 

 私用，リフレッシュ目的」 82.8％）が

最も高い割合を占めており，「 子どもを同年

齢の子どもたちと遊ばせたい」 56.1％），

 冠婚葬祭，学校行事，子どもや親の通院

等」 50.6％），「 不定期の就労」 33.3％）等

がこれに続く結果となっています。 

多様なニーズに合わせた利用要件の検

討が必要です。 

 

■定期預かり事業を利用したい理由 未就学児の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 未就学児の保護者対象調査） 

47.1

46.9

6.0

0 10 20 30 40 50 60

利用したい

利用したいとは思わない

無回答

（％）n=382

82.8

56.1

50.6

33.3

12.2

11.1

10.6

6.7

2.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

私用、リフレッシュ目的

子どもを同年齢の子どもたちと遊ばせたい

冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院等

不定期の就労

施設や他の保護者とのつながりを持ちたい

家族等の介護・看病

保育士との定期的な育児相談

その他

無回答

（％）n=180
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子ども・子育て会議資料３ 

（ ３）病気やケガで通常の事業が利用できなかった際の対処方法 

現状 課題 

 病児・病後児の保育を利用した」は

3.2％となっています。 

病児・病後児保育の利用は少なく，父母

が休むことがほとんどであることから，休

めない場合に病児病後児が気軽に利用で

きる環境整備が必要です。 

 

■病気やケガで通常の事業が利用できなかった際の対処方法 未就学児の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 未就学児の保護者対象調査） 

 

（ ４）病児・病後児保育の利用意向 

現状 課題 

 利用したいとは思わない」 55.1％），

 病児・病後児保育施設等を利用したい」

 44.6％）となっています。 

前回調査結果との顕著な違いはみられま

せん。 

44.6％の利用意向があり，事業を継続し

ていく必要があります。 

 

■病児・病後児保育の利用意向 未就学児の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 未就学児の保護者対象調査） 

78.0

53.6

24.7

19.6

3.2

1.2

0.7

5.1

0.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

母親が休んだ

父親が休んだ

親族・知人に子どもをみてもらった

就労していない方が子どもをみた

病児・病後児の保育を利用した

ベビーシッターを利用した

子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

（％）n=806

44.6

55.1

0.3

47.1

52.2

0.8

0 10 20 30 40 50 60

病児・病後児保育施設等を利用したい

利用したいとは思わない

無回答

（％）今回 n=657

前回 n=510
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子ども・子育て会議資料３ 

（ ５）病児・病後児保育を利用したいと思わない理由 

現状 課題 

 利用に際し不安「・抵抗がある」 53.6％）

が最も高い割合を占めており,「 子どもが病

気の時は家庭での看病が可能」 50.0％），

 登録に手間がかかる」 25.7％）， 利用料

金が高い」 23.2％）， 場所が不便」

 21.5％）， 事前登録の方法がわからない」

 14.6％），等がこれに続いています。 

利用したいと思ってもらえるよう登録

方法や申込み方法の簡素化の検討，周知方

法の改善が必要です。 

 

■病児・病後児保育を利用したいと思わない理由 未就学児の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 未就学児の保護者対象調査） 

 

53.6

50.0

25.7

23.2

21.5

14.6

21.5

0.0

0 10 20 30 40 50 60

利用に際し不安・抵抗がある

子どもが病気の時は家庭での看病が可能

登録に手間がかかる

利用料金が高い

場所が不便

事前登録の方法がわからない

その他

無回答

（％）n=362
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子ども・子育て会議資料３ 

（ ６）保育園・幼稚園における配慮を要する子どもの受入状況 

現状 課題 

配慮を要する子どもの受入数は増加傾向

にあり，今後も受入数の増加が見込まれま

す。 

各施設での受入体制の整備や集団生活

における児童の処遇向上のための支援が

必要です。 

 

■保育園における配慮を要する子どもの受入状況■ 

 
 資料）調布市子ども生活部保育課 保育園における障害児童の受入数」各年４月１日時点 

 

■幼稚園における配慮を要する子どもの受入状況■ 

 
 資料）調布市子ども生活部保育課 幼稚園における障害児童の受入数」各年４月１日時点 

 

73
68 66 66

95

113

131 134

144
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0

50

100

150

200

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

(人)
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20
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60

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

(人)
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子ども・子育て会議資料３ 

７．ひとり親家庭・貧困について 

（ １）ひとり親家庭の支援 

① ひとり親家庭の学習支援事業 ここあ） 

現状 課題 

ひとり親家庭の学習支援事業については

利用者数が増加傾向です。中学生に対し，

大学生等がマンツーマンで指導に当たりま

す。 

利用者の増加及び利用状況に合わせ，ボ

ランティアを確保する必要があります。 

 

■ひとり親家庭の学習支援事業の状況■ 

 
 資料）調布市事務報告書 

 

463

1,524
1,322

1,601
1,735

1,469

1,984 2,038

2,467

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

平成27年度平成28年度平成29年度平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

(人)

利用者数
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子ども・子育て会議資料３ 

② ひとり親就労支援事業 

現状 課題 

ひとり親就労支援事業の利用者数は就労

支援員が欠員により令和元年度減少してい

ますが，翌年度からは再び増加傾向です。 

令和3年度全国ひとり親世帯等調査の結

果では，ひとり親になる前に就業していた

人の割合や正社員就労をしている人の割

合が増加しています。しかし，母子家庭の

45％がひとり親になったことを契機に収

入や通勤時間などを理由に転職をしてお

り，転職していない人の中にも転職希望が

28％いることから就労支援の必要性があ

ります。 

 

■ひとり親就労支援事業 相談人数■ 

 
 資料）調布市事務報告書 

 

752

1,376 1,391 1,374

519

863 885
934

1,147

0

500

1,000

1,500

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

(人)
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子ども・子育て会議資料３ 

③ ひとり親家庭の相談支援事業 ここあ） 

現状 課題 

ひとり親家庭の相談支援事業について

は，延べ相談回数が平成 27 年度と比較し

て令和５年度は 3,163 回増加し，3,549 回

となっています。 

子ども若者総合支援事業における相談

は，ひとり親相談に限らず年々増加してい

るため，相談体制の整備の必要がありま

す。 

 

■ひとり親家庭の相談支援事業 ここあ） 延べ相談回数■ 

 
 資料）調布市事務報告書 

 

386

1,130 1,223

2,217

1,312

2,376

2,841
2,614

3,549

0

1,000

2,000

3,000

4,000

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

(回)
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子ども・子育て会議資料３ 

④ ひとり親家庭の相談事業 母子・父子自立支援員） 

現状 課題 

ひとり親家庭の相談事業 母子・父子自

立支援員）の受付件数は，令和３年度に大

きく減少しています。 

過去10年間でピークとなった平成28年

度が 1,748 件であったのに対し，令和５年

度には 953件と 795 件減少しています。 

コロナ禍では来庁相談が減少し，新しい

生活様式が広がる中で先が見通せず相談

する余裕がなかったことが考えられます。

令和4年度以降は就労に関する相談が徐々

に増えてきています。また，高等教育の無

償化制度の拡充により給付と減免制度を

受けられる人が増え，子どもの学費に関す

る貸付相談は減少しています。相談者数の

減少理由は精査していく必要があります。 

 

■ひとり親家庭の相談事業 母子・父子自立支援員受付件数■ 

 
 資料）調布市事務報告書 

 

1,303

1,516

1,748

1,496 1,450

1,614

1,447

976 971 953

0

500

1,000

1,500

2,000

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

(件)



 

57 

 

子ども・子育て会議資料３ 

⑤ 子育て支援サービス相談員窓口受付数 ひとり親相談） 

現状 課題 

子育ての支援を目的とする制度，事業等

に関する情報提供及びその利用に関する相

談業務を行うことにより，広く子どもや子

育て家庭の支援を図っています。 

具体的な個別支援につながるような相

談が求められています。支援を求めるに至

った状況を慮った相談と解決に向けた社

会資源が必要です。 

 

■子育て支援サービス相談員窓口受付数 ひとり親相談）■ 

 
 資料）調布市事務報告書 

 

2,887
3,034 3,139

3,557

3,256

2,944

2,534
2,677

2,816

2,509

0

1,000

2,000

3,000

4,000

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

(件)
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（ ２）子育て家庭の経済的困窮の状況 

① 経済的理由のために世帯で持っていないもの 

現状 課題 

 未就学児の保護者） 

約２割が子どもの将来の学費のための貯

金に回せるお金がない「 257 人）。子どもが

自宅で宿題できる場所がない 104人）。 

 小学生の保護者） 

約２割が「 子の将来の学費のための貯金」

がない。 

子どもの将来の学費のための貯金に回

せるお金がない回答が多く，将来的に子ど

もの教育費の負担から，経済的に余裕がな

い状況が起きる可能性が考えられます。 

 

 

■経済的理由のために世帯で持っていないもの 未就学児の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 未就学児の保護者対象調査） 

 

23.8

22.1

9.0

8.5

6.6

5.1

2.6

1.3

1.2

1.0

0.6

0.6

0.3

1.0

52.7

2.8

0 10 20 30 40 50 60 70

自家用車

子どもの将来の学費のための貯金

子どもが自宅で宿題できる場所

急な出費のための貯金

子どもの送迎や買い物に利用する自転車

インターネットにつながるパソコン

世帯人数分のベッドまたは布団

家電製品

電話

子ども用のスポーツ用品・おもちゃ

子どもの年齢に合った本

冷暖房機器

世帯専用のおふろ

その他

あてはまるものはない

無回答

（％）
n=1162
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■経済的理由のために世帯で持っていないもの 小学生の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 小学生の保護者対象調査） 

 

19.7

18.0

7.4

5.6

4.6

2.7

2.6

1.7

1.5

1.5

0.9

0.7

0.5

1.2

60.0

3.1

0 10 20 30 40 50 60 70

子どもの将来の学費のための貯金

自家用車

急な出費のための貯金

子どもが自宅で宿題できる場所

インターネットにつながるパソコン

子どもの年齢に合った本

世帯人数分のベッドまたは布団

子どもの送迎や買い物に利用する自転車

子ども用のスポーツ用品・おもちゃ

電話

冷暖房機器

家電製品

世帯専用のおふろ

その他

あてはまるものはない

無回答

（％）n=1072
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子ども・子育て会議資料３ 

② この１年で経済的理由のために見送ったもの 

現状 課題 

子どもの年齢 未就学・小学生）にかか

わらず，見送ったものの上位に違いはない。 

 未就学児の保護者） 

世帯年収「 税込）“300 万円未満”では，約

５割が衣類や食料の購入を見送ったことが

ある。 衣類 130 人，食料 94 人，習い事 103

人が見送り） 

 小学生の保護者） 

世帯年収700万未満までの回答者の一割

以上が「 衣類」 塾「・習い事」を見送ってい

る。 

物価高騰等により世帯年収700万未満の

世帯でも経済的に余裕がない状況が起き

ていると考えられます。困窮のとらえ方を

見直す必要があるかもしれません。 

 

■この１年で経済的理由のために見送ったもの 未就学児の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 未就学児の保護者対象調査） 

 

11.2

8.1

0.8

8.9

1.3

0.9

0.8

4.5

6.8

73.3

4.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

衣類の購入

食料の購入

保育料の支払い

子どもの習い事の月謝・月会費の支払い

家賃または住宅ローンの支払い

光熱水費の支払い

電話料金の支払い

生命保険や傷病保険等保険料の支払い

その他経費の支払い

あてはまるものはない

無回答

（％）n=1162
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■クロス集計表 未就学児の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 未就学児の保護者対象調査） 

 

■この１年で経済的理由のために見送ったもの 小学生の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 小学生の保護者対象調査） 

 

合計 衣類の購
入

食料の購
入

保育料の
支払い

子どもの習
い事の月
謝・月会費
の支払い

家賃また
は住宅
ローンの
支払い

光熱水費
の支払い

電話料金
の支払い

生命保険や
傷病保険等
保険料の支
払い

その他経
費の支払
い

あてはま
るものは
ない

無回答

1162 130 94 9 103 15 11 9 52 79 852 49

100.0% 11.2% 8.1% 0.8% 8.9% 1.3% 0.9% 0.8% 4.5% 6.8% 73.3% 4.2%

5 3 3 0 1 0 0 0 1 1 1 0

100.0% 60.0% 60.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 20.0% 20.0% 0.0%

6 2 1 0 1 0 1 1 1 1 3 0

100.0% 33.3% 16.7% 0.0% 16.7% 0.0% 16.7% 16.7% 16.7% 16.7% 50.0% 0.0%

9 5 2 0 3 1 2 2 1 3 2 1

100.0% 55.6% 22.2% 0.0% 33.3% 11.1% 22.2% 22.2% 11.1% 33.3% 22.2% 11.1%

27 12 12 1 7 1 3 3 5 6 6 0

100.0% 44.4% 44.4% 3.7% 25.9% 3.7% 11.1% 11.1% 18.5% 22.2% 22.2% 0.0%

41 8 6 0 4 0 1 1 4 2 25 3

100.0% 19.5% 14.6% 0.0% 9.8% 0.0% 2.4% 2.4% 9.8% 4.9% 61.0% 7.3%

62 15 10 0 9 4 2 1 8 11 35 1

100.0% 24.2% 16.1% 0.0% 14.5% 6.5% 3.2% 1.6% 12.9% 17.7% 56.5% 1.6%

102 18 17 2 14 1 1 1 11 13 57 6

100.0% 17.6% 16.7% 2.0% 13.7% 1.0% 1.0% 1.0% 10.8% 12.7% 55.9% 5.9%

112 15 9 3 13 3 0 0 6 5 82 4

100.0% 13.4% 8.0% 2.7% 11.6% 2.7% 0.0% 0.0% 5.4% 4.5% 73.2% 3.6%

150 20 10 0 12 3 0 0 6 16 107 5

100.0% 13.3% 6.7% 0.0% 8.0% 2.0% 0.0% 0.0% 4.0% 10.7% 71.3% 3.3%

249 17 12 3 22 2 0 0 5 12 198 7

100.0% 6.8% 4.8% 1.2% 8.8% 0.8% 0.0% 0.0% 2.0% 4.8% 79.5% 2.8%

377 14 12 0 16 0 0 0 4 8 325 14

100.0% 3.7% 3.2% 0.0% 4.2% 0.0% 0.0% 0.0% 1.1% 2.1% 86.2% 3.7%

問10 この１年で経済的理由のために見送ったもの

全体

問8 世帯年収 収入なし

100万円未満

100万円～200万円
未満

200万円～300万円
未満

300万円～400万円
未満

400万円～500万円
未満

500万円～600万円
未満

600万円～700万円
未満

700万円～800万円
未満

800万円～1,000万
円未満

1,000万円以上

10.9

7.7

7.1

5.7

3.9

1.5

1.2

1.2

0.5

76.3

3.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

衣類の購入

塾 習い事の月謝 月会費の支払い

食料の購入

その他経費の支払い

生命保険や傷病保険等保険料の支払い

家賃または住宅ローンの支払い

学校の給食費の支払い

光熱水費の支払い

電話料金の支払い

あてはまるものはない

無回答

（％）n=1072
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■クロス集計表 小学生の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 小学生の保護者対象調査） 

 

合計 衣類の購
入

食料の購
入

学校の給
食費の支
払い

塾･習い事
の月謝･月
会費の支
払い

家賃また
は住宅
ローンの
支払い

光熱水費
の支払い

電話料金
の支払い

生命保険や
傷病保険等
保険料の支
払い

その他経
費の支払
い

あてはま
るものは
ない

無回答

1072 117 76 13 83 16 13 5 42 61 818 35

100.0% 10.9% 7.1% 1.2% 7.7% 1.5% 1.2% 0.5% 3.9% 5.7% 76.3% 3.3%

6 3 1 0 0 0 0 0 0 0 3 0

100.0% 50.0% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0%

8 5 4 1 1 0 1 0 4 1 1 0

100.0% 62.5% 50.0% 12.5% 12.5% 0.0% 12.5% 0.0% 50.0% 12.5% 12.5% 0.0%

12 4 1 0 2 0 0 0 0 2 5 0

100.0% 33.3% 8.3% 0.0% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 41.7% 0.0%

30 14 10 2 4 4 2 0 7 5 12 0

100.0% 46.7% 33.3% 6.7% 13.3% 13.3% 6.7% 0.0% 23.3% 16.7% 40.0% 0.0%

46 11 9 2 9 1 1 1 6 5 26 1

100.0% 23.9% 19.6% 4.3% 19.6% 2.2% 2.2% 2.2% 13.0% 10.9% 56.5% 2.2%

63 13 6 2 7 2 3 2 4 6 41 0

100.0% 20.6% 9.5% 3.2% 11.1% 3.2% 4.8% 3.2% 6.3% 9.5% 65.1% 0.0%

80 15 12 2 12 3 4 0 4 5 49 2

100.0% 18.8% 15.0% 2.5% 15.0% 3.8% 5.0% 0.0% 5.0% 6.3% 61.3% 2.5%

89 14 5 2 10 4 2 2 5 8 61 4

100.0% 15.7% 5.6% 2.2% 11.2% 4.5% 2.2% 2.2% 5.6% 9.0% 68.5% 4.5%

109 7 6 2 9 0 0 0 3 5 91 1

100.0% 6.4% 5.5% 1.8% 8.3% 0.0% 0.0% 0.0% 2.8% 4.6% 83.5% 0.9%

225 18 14 0 17 1 0 0 7 10 179 7

100.0% 8.0% 6.2% 0.0% 7.6% 0.4% 0.0% 0.0% 3.1% 4.4% 79.6% 3.1%

385 13 8 0 12 1 0 0 2 12 343 10

100.0% 3.4% 2.1% 0.0% 3.1% 0.3% 0.0% 0.0% 0.5% 3.1% 89.1% 2.6%

問10 経済的理由のために購入・契約・支払いを見送ったもの

全体

問8 世帯年収 収入なし

100万円未満

100万円～200万円
未満

200万円～300万円
未満

300万円～400万円
未満

400万円～500万円
未満

500万円～600万円
未満

600万円～700万円
未満

700万円～800万円
未満

800万円～1,000万
円未満

1,000万円以上
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（ ３）その他ひとり親家庭における現状と課題 

現状 課題 

ひとり親家庭における経済的基盤を確保

するため，養育費に関する取決めを促進す

る目的で令和4年度から養育費確保支援事

業を実施。 

令和3年度全国ひとり親世帯等調査によ

ると，養育費の取り決めをしていない世帯

は 51％に上ります。前回調査の平成 28年

度は 54％であったため，取決めしている世

帯は増加したといえますが，ひとり親家庭

のいまだ半数では取決めがなされていな

い状況です。状況に応じて，安定した養育

費の確保と別居親との継続した親子交流

に向けた支援が必要です。 

教育の多様化が進み，通信制高校へ進学

する子どもが増えています。家庭の事情や 

心身の状態，子どもの特性などを考慮し，

個々にあった教育の充実が求められていま

す。 

通信制高校に進学しても通学や学習に

不安がある児童が多く，通学や学習サポー

トが必要となっています。サポートが手厚

い通信制高校は学費の負担も大きい傾向

があるため，特にひとり親家庭には経済的

不安もあります。児童の卒業後の安定した

社会生活の実現及び福祉の増進に寄与す

るため，卒業まで子ども・若者総合支援事

業や様々な関係機関を活用し，社会でサポ

ートしていくことが必要です。 
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８．子ども・若者の居場所・相談について 

（ １）子どもの居場所の状況 

① 学童クラブ入会保留児童数と施設数 

現状 課題 

市においては，増加するニーズに対応す

べく計画的に定員数拡大及び施設整備を行

っており，施設数，定員数とも増加してい

ます。 

入会保留児童数は令和３年度まで増加傾

向にありましたが，令和６年度は 29 人減

少し 77 人となりました。 

未だ入会保留児童が多い状況が続いて

いるため，引き続き入会保留児童対策に取

り組む必要があります。 

 

■学童クラブ入会保留児童数と施設数■ 

 
 資料）調布市事務報告書 各年４月１日） 

■学童クラブ入会申請者数と入会承認者数の推移■ 

 
 資料）調布市子ども生活部児童青少年課 調べ 

36

63
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159

234

135
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77
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31

35
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46
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平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

(学童クラブ施設数：箇所)(学童クラブ入会保留児童数：人)

学童クラブ入会保留児童数

学童クラブ施設数

1,741
1,814

1,910 1,947

2,329

2,479 2,505
2,605

2,848

1,663
1,722

1,838
1,716

2,160

2,303
2,246

2,421

2,722

0

500

1,000
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2,000
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3,000

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

(人)

入会申請者数

入会承認者数
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② 放課後子供教室事業 あそビバ 旧ユーフォ―））の状況 

現状 課題 

登録児童数は令和３年度から増加傾向に

あり，令和４年度は前年に比べて 1，209人

増え，8，639 人となっています。 

放課後子供教室事業「 あそビバ「 旧ユー

フォー））のニーズは高く，放課後の子ども

の居場所として，安全な運営と内容の充実

を図っていく必要があります。 

 

■放課後子供教室事業 あそビバ 旧ユーフォ―））の利用状況■ 

 
 資料）調布市事務報告書 各年４月１日） 
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③ 児童館の利用状況 中学生・高校生世代） 

現状 課題 

 利用していない」が全体の 89.0％とな

っています。一方で，中高生の児童館利用

については充実を図っており，令和 5年度

は中高生の利用者数は近年で最大 1,411

人：対前年度比 47％増）となっています。 

小学生世代に限らず，中高生世代にとっ

ても利用しやすい居場所となるよう，意見

を取り入れつつ，事業・施設の充実を図る

ことが求められています。 

 

■現在の児童館の利用状況 中学生・高校生世代）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・若者支援に関するニーズ調査」 中学生・高校生世代対象調査） 

 

2.1

1.8

1.5

0.8

89.0

4.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

年に５～６回程度利用している

月に１回程度利用している

週に１回程度利用している

週に２回以上利用している

利用していない

無回答

（％）n=728
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（ ２）小学校就学後の放課後の過ごし方について 

① 現状 学校終了後～17:00） 

現状 課題 

学童クラブ利用が前調査比５ポイントア

ップと今後も利用増加が見込まれます。 

ソフト・ハード両面における学童クラブ

入会保留児童対策の推進，施設整備の検討

が求められています。 

 

■現状 学校終了後～17:00）■ 

【今回調査】 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 小学生の保護者対象調査） 

※放課後子供教室 ユーフォー」は，令和５年度から名称が あそビバ」へと変更されました。 

 

43.5

40.2

29.0

20.2

19.0

18.9

18.0

9.1

6.2

2.2

2.1

1.9

1.3

0.1

0.0

0.0

2.1

3.3

0 10 20 30 40 50

自宅で親と一緒

習い事

公園

自宅で一人

調布市立学童クラブ

自宅で兄弟姉妹と一緒

あそビバ

友人宅

児童館

祖父母・親戚宅

民間学童

放課後等デイサービス

図書館

トワイライトステイ

地域の活動に参加

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

（％）n=1072
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子ども・子育て会議資料３ 

【前回調査】 

 

 

39.2

37.6

30.5

21.7

20.2

18.5

16.1

14.1

9.3

4.0

1.9

1.8

1.2

0.0

0.0

0.0

2.4

5.2

0 10 20 30 40 50

自宅で親と一緒

習い事

公園

ユーフォー

自宅で兄弟姉妹と一緒

自宅で一人

友人宅

調布市立学童クラブ

児童館

祖父母・親戚宅

放課後等デイサービス

民間学童

図書館

地域の活動に参加

ファミリー・サポート・センター

トワイライトステイ

その他

無回答

（％）n=1206
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子ども・子育て会議資料３ 

② 現在低学年：低学年時の利用希望 学校終了後～17：00） 

現状 課題 

学童クラブ，あそビバ利用の希望が高い

割合を占め，前回調査を大幅に上回るニー

ズの高さがうかがえます。一方，児童館は

微減となっています。 

学童クラブ，あそビバ，児童館において，

ニーズに沿ったプログラムを実施し，事業

のさらなる充実が求められています。 

 

■現在低学年：低学年時の利用希望 学校終了後～17：00）■ 

【今回調査】 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 小学生の保護者対象調査） 

※放課後子供教室 ユーフォー」は，令和５年度から名称が あそビバ」へと変更されました。 

 

44.9

43.2

40.9

31.5

21.3

11.0

5.8

4.7

4.0

3.0

2.6

2.3

1.6

1.2

0.5

0.0

0.7

3.7

0 10 20 30 40 50

調布市立学童クラブ

習い事

あそビバ

自宅で親と一緒

公園

児童館

民間学童

自宅で兄弟姉妹と一緒

友人宅

放課後等デイサービス

祖父母・親戚宅

図書館

地域の活動に参加

自宅で一人

ファミリー・サポート・センター

トワイライトステイ

その他

無回答

（％）n=428



 

70 

 

子ども・子育て会議資料３ 

【前回調査】 

 

 

40.2

39.9

30.8

28.6

28.3

13.2

12.7

7.5

3.4

3.2

2.7

1.8

1.7

0.5

0.0

0.0

1.2

3.7

0 10 20 30 40 50

ユーフォー

習い事

自宅で親と一緒

調布市立学童クラブ

公園

児童館

自宅で兄弟姉妹と一緒

友人宅

図書館

民間学童

祖父母・親戚宅

自宅で一人

放課後等デイサービス

地域の活動に参加

ファミリー・サポート・センター

トワイライトステイ

その他

無回答

（％）n=597
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子ども・子育て会議資料３ 

③ 現在低学年：高学年時の利用希望 学校終了後～17：00） 

現状 課題 

習い事が高い割合を占め，前回調査と比

べてあそビバが 5.2 ポイント増加していま

す。一方で，学童クラブ，児童館は微増に

とどまっています。 

低学年時の利用希望と比べると，習い事

が 7.5 ポイント，児童館は 3 ポイント増加

しています。一方，学童クラブ 28.1 ポイン

ト，あそビバは 13.3 ポイント下落していま

す。 

高学年の放課後の居場所のひとつとし

て，児童館及びあそビバの事業の充実を図

っていくことが必要です。 

 

 

■現在低学年：高学年時の利用希望 学校終了後～17：00）■ 

【今回調査】 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 小学生の保護者対象調査） 

※放課後子供教室 ユーフォー」は，令和５年度から名称が あそビバ」へと変更されました。 

 

50.7

27.6

27.1

20.8

16.8

14.0

7.9

7.9

5.8

5.1

2.3

2.1

2.1

1.9

0.7

0.0

0.7

22.9

0 10 20 30 40 50 60

習い事

あそビバ

公園

自宅で親と一緒

調布市立学童クラブ

児童館

自宅で兄弟姉妹と一緒

自宅で一人

友人宅

図書館

地域の活動に参加

民間学童

放課後等デイサービス

祖父母・親戚宅

ファミリー・サポート・センター

トワイライトステイ

その他

無回答

（％）n=428
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子ども・子育て会議資料３ 

【前回調査】 

 

 

44.2

27.6

22.8

22.3

14.1

12.7

12.4

10.2

9.0

3.4

3.2

1.8

1.3

0.7

0.0

0.0

0.7

16.6

0 10 20 30 40 50 60

習い事

公園

自宅で親と一緒

ユーフォー

調布市立学童クラブ

児童館

自宅で兄弟姉妹と一緒

友人宅

自宅で一人

図書館

祖父母・親戚宅

民間学童

放課後等デイサービス

地域の活動に参加

ファミリー・サポート・センター

トワイライトステイ

その他

無回答

（％）n=597
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子ども・子育て会議資料３ 

④ 現在高学年：利用希望 学校終了後～17：00） 

現状 課題 

習い事，公園が高い割合を占めています。 

また，児童館は前回調査から 4.5 ポイン

ト下がっています。 

低学年時の利用希望と比較すると，学童

クラブ，あそビバが大幅減，児童館は微増

となっています。 

児童館において利用者のニーズだけで

はなく，利用しない児童へ利用しない理由

の聞き取りも行うなどし，事業の充実を図

るとともに，高学年が魅力を感じるプログ

ラム等を発信することが必要です。 

 

■現在高学年：高学年時の利用希望 学校終了後～17：00）■ 

【今回調査】 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 小学生の保護者対象調査） 

※放課後子供教室 ユーフォー」は，令和５年度から名称が あそビバ」へと変更されました。 

 

47.2

47.0

42.8

20.4

14.3

12.7

11.9

11.3

8.0

5.6

3.6

2.8

1.6

0.9

0.0

0.0

1.9

3.9

0 10 20 30 40 50 60

習い事

公園

自宅で親と一緒

自宅で兄弟姉妹と一緒

あそビバ

自宅で一人

児童館

友人宅

図書館

調布市立学童クラブ

地域の活動に参加

放課後等デイサービス

祖父母・親戚宅

民間学童

ファミリー・サポート・センター

トワイライトステイ

その他

無回答

（％）n=638
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【前回調査】 

 

 

44.4

41.4

34.4

23.3

21.1

16.4

15.0

13.8

6.0

4.2

3.8

2.7

1.8

0.8

0.0

0.0

2.8

3.0

0 10 20 30 40 50 60

公園

習い事

自宅で親と一緒

自宅で兄弟姉妹と一緒

友人宅

児童館

ユーフォー

自宅で一人

図書館

調布市立学童クラブ

祖父母・親戚宅

放課後等デイサービス

地域の活動に参加

民間学童

ファミリー・サポート・センター

トワイライトステイ

その他

無回答

（％）n=602
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子ども・子育て会議資料３ 

⑤ 学童クラブ：利用していない理由 

現状 課題 

前回調査から習い事をしているが 5.9 ポ

イント上がり最も高い割合を占め，放課後

の過ごし方の変化がみられる。一方で，就

労していないが 8.1 ポイント下がり，保護

者の就労に対する意識の変化もみられる。   

子どもが学童クラブに行きたがらない

が 2.8 ポイント下がっている。 

希望の学童クラブに空きがないが微増

となっていることから，引き続き入会保留

児童対策の推進が求められている。 

 

■学童クラブ：利用していない理由■ 

【今回調査】 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 小学生の保護者対象調査） 

※放課後子供教室 ユーフォー」は，令和５年度から名称が あそビバ」へと変更されました。 

 

25.3

24.6

23.9

22.2

15.1

10.6

5.3

4.4

3.8

1.7

1.4

1.0

0.8

12.7

7.9

0 10 20 30 40

習い事をしている

子どもだけで過ごせる

就労していないから必要ない

就労時間が短い

子どもが学童クラブに行きたがらない

あそビバを利用している

利用料がかかる

希望の学童クラブに空きがない

子どもの祖父母や親戚の人がみている

児童館を利用している

民間学童を利用している

学童クラブの開所時間が短い

近くに学童クラブがない

その他

無回答

（％）n=865
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子ども・子育て会議資料３ 

【前回調査 参考）】 

 

 

32.0

26.3

24.0

19.4

17.9

15.7

5.9

4.2

2.6

1.2

0.8

9.6

8.3

0 10 20 30 40

就労していないから必要ない

就労時間が短い

子どもだけで過ごせる

習い事をしている

子どもが行きたがらない

ユーフォーを利用している

利用料がかかる

希望の学童クラブに空きがない

児童館を利用している

近くに学童クラブがない

学童クラブの開所時間が短い

その他

無回答

（％）n=1022
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子ども・子育て会議資料３ 

⑥ あそビバ：利用・登録していない理由 

現状 課題 

必要性を感じていない家庭が多くある

一方で， つまらない」との理由も前回調査

からポイントは下がっているものの一定

数ある。8 割以上がプログラム等の内容に

満足し，登録率「・利用者数は増加している。 

 つまらない」と感じている利用者がい

ることから引き続き子どもの声の聞き取

りを行い，魅力的なあそビバとなるよう事

業の充実を進める必要があります。 

 

■あそビバ：利用・登録していない理由■ 

【今回調査】 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 小学生の保護者対象調査） 

 

37.0

27.6

26.5

25.7

21.7

20.9

17.1

7.6

7.3

7.0

4.6

1.4

1.4

0.8

11.0

1.9

0 10 20 30 40

家にいる方がいい

塾や習い事で利用する時間がない

友だちが利用していない

公園など他の場所で遊んでいる

一緒に遊ぶ友だちがいない

学童クラブを利用している

つまらない

遊具が低学年向け

利用方法や実態がよくわからない

制限が多い

おやつが出ない

遊具が少ない

苦手な友だちがいる

行事・イベントが少ない

その他

無回答

（％）n=724
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子ども・子育て会議資料３ 

【前回調査 参考）】 

 

 

31.2

30.2

30.2

28.9

18.1

4.9

3.2

14.2

7.6

0 10 20 30 40

公園など他の場所で遊んでいる

友だちが利用していない

つまらない

塾や習い事で利用する時間がない

学童クラブを利用していて必要性がない

利用方法や実態がよくわからない

おやつが出ない

その他

無回答

（％）n=719
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子ども・子育て会議資料３ 

⑦ 児童館：利用していない理由 

現状 課題 

 利用方法や実態がよくわからない」が

12.7％となっているほか， つまらない」が

5.2％となっています。 

おたよりやホームページなどの広報を

強化するほか，こどもの意見を活かし児童

館事業の充実を図ることが必要です。 

 

■児童館：利用していない理由■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 小学生の保護者対象調査） 

 

26.6

22.0

21.2

18.9

17.0

12.7

12.6

5.2

1.4

1.4

1.2

1.0

0.6

0.4

16.2

11.2

0 10 20 30

家にいる方がいい

公園など他の場所で遊んでいる

塾や習い事で利用する時間がない

友だちが利用していない

学童クラブを利用している

利用方法や実態がよくわからない

一緒に遊ぶ友だちがいない

つまらない

遊具が少ない

遊具が低学年向け

違う学校の人がいる

苦手な友だちがいる

おやつが出ない

行事・イベントが少ない

その他

無回答

（％）n=1003
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子ども・子育て会議資料３ 

（ ３）居場所の認識 

現状 課題 

 中高生世代） 

 全体の７割弱がインターネット空間を

居場所「 ほっとできる場所，安心できる

場所）と回答しており，中高生世代にと

って，インターネットが身近な状況であ

ることがうかがえます。 

  家庭」が居場所であると回答した割合

は 87.6％に上るが，残りの 12.4％は家

庭が居場所ではないと感じています。 

 中高生世代） 

 SNS 等のインターネット空間で中高

生が犯罪に巻き込まれることのないよ

う，情報リテラシーに関する講演会や

情報発信を行うとともに，インターネ

ット上のトラブルに関する相談が寄せ

られた際は，適切な窓口につなげるこ

とが必要です。 

  家庭」以外に中高生が安心して過ご

せる居場所として，児童館や青少年ス

テーションCAPSにおける中高生世代

向けの取組を充実させることが必要で

す。 

  家庭」以外に過ごせる居場所として，

子ども・若者総合支援事業 ここあ」

の居場所事業の充実が必要です。 

 高校卒業年代～39 歳） 

60.3％が インターネット空間」を居場

所と感じています。 

 高校卒業年代～39歳） 

 インターネット空間で若者世代が犯罪

の被害者にも加害者にもならないよ

う，情報リテラシーに関する講演会や

情報発信を行うとともに，インターネ

ット上のトラブルに関する相談が寄せ

られた際は，適切な窓口につなげてい

くことが必要です。 

 インターネット依存等の相談窓口との

連携強化が必要です。 
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子ども・子育て会議資料３ 

■次の場所はほっとできる，安心できる居場所になっているか 中高生世代）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・若者支援に関するニーズ調査」 中学生・高校生世代対象調査） 

 

67.2 16.3

2.71.1

8.5

4.1
60.0 27.6 5.2

2.20.54.4
36.0 36.7 11.5 8.5

2.74.5
21.4 32.4 15.8 10.6 15.1

4.7
38.3 30.6 11.3 9.2 6.2

4.4

そう思う どちらか

といえば

そう思う

どちらか

といえば

そう思わ

ない

そう思わ
ない

あてはま

るものは

ない・わ

からない

無回答

ｎ

728

728

728

728

728

(1) 自分の部屋

(2) 家庭

(3) 学校

(4) 地域

(5) インターネット空間

（％）



 

82 

 

子ども・子育て会議資料３ 

■次の場所はほっとできる，安心できる居場所になっているか 高校卒業年代～39 歳）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・若者支援に関するニーズ調査」 高校卒業年代～39 歳対象調査） 

 

74.2 13.0

1.7 1.7

7.4

2.1

59.2 26.7 6.1

3.8 1.1 3.2

16.2 24.8 7.6 7.8 34.7 9.0

17.4 38.4 20.2 13.7 5.9

4.4

18.3 40.8 14.5 8.6 13.7

4.2

29.2 31.1 17.2 10.7 8.0

3.8

そう思う どちらかと

いえばそう

思う

どちらかと

いえばそう

思わない

そう思わな
い

あてはまる

ものはな

い・わから

ない

無回答

ｎ

476

476

476

476

476

476

(1) 自分の部屋

(2) 家庭

(3) 学校

(4) 職場

(5) 地域

(6) インターネット空間

（％）
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子ども・子育て会議資料３ 

（ ４）調布市青少年ステーションCAPSの認知状況・利用状況 

現状 課題 

小学生の保護者対象調査では青少年ス

テーションCAPSの認知状況は「 知らない」

が 71.3％と低い。また，中高生世代対象調

査では,青少年ステーション CAPSを「 利用

していない」が 88.3％と高い。 

小学生世代の保護者への広報を行うほ

か，中高生世代の利用を促進できるよう，

ニーズに沿ったサービスを提供するとと

もに，周知していくことが求められていま

す。 

 

■「調布市青少年ステーションCAPS」を知っているか 小学生の保護者）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」 小学生の保護者対象調査） 

 

■青少年ステーションCAPSの利用状況■ 

 
 資料） 調布市「子ども・若者支援に関するニーズ調査」 中学生・高校生世代対象調査） 

 

24.8

71.3

3.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80

知っている

知らない

無回答

（％）n=1072

4.1

1.8

0.8

0.3

88.3

4.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

年に５～６回程度利用している

月に１回程度利用している

週に１回程度利用している

週に２回以上利用している

利用していない

無回答

（％）n=728
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子ども・子育て会議資料３ 

■青少年ステーションCAPSの利用状況■ 

 
 資料）調布市子ども生活部児童青少年課 調べ 

 

28,228

31,021

27,940
26,371

24,696

22,348

10,903
11,759

15,802

1,128 1,183

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

（延べ相談人数：人）（利用者数：人）

利用者数

延べ相談人数
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子ども・子育て会議資料３ 

（ ５）子ども・若者総合支援事業 ここあ）の利用状況 

現状 課題 

子ども・若者総合支援事業 ここあ）に

ついては，相談者数，利用者数ともに増加

傾向で推移していますが，アンケート調査

結果をみると，中高生の 93.4％が「 利用し

ていない」と回答しています。 

大多数の中高生が ここあ」を利用せず

に済んでいるとも解釈できる一方で，困難

を抱える子ども・若者にとっての総合相談

窓口であるという認識が中高生世代に浸

透していないと捉えることもできること

から，認知度の向上に向け，情報発信を強

化する必要があります。 

また，ここあについて，中高生世代向け

のチラシを作成し，周知を図る必要があり

ます。 

 

■子ども・若者総合支援事業 ここあ）相談事業の利用状況■ 

 
 資料）調布市子ども生活部児童青少年課 調べ 

 

■子ども・若者総合支援事業 ここあ）の利用状況 中高生）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・若者支援に関するニーズ調査」 中学生・高校生世代対象調査） 

 

79

2,097 2,191

4,048

5,257
4,787

6,249

8,102

10,387

55

135 109

170

291
378

488
549

708

0

400

800

1,200

1,600

2,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

（相談者数：人）（延べ相談件数：件）

延べ相談件数

相談者数

0.1

0.3

0.5

0.0

93.4

5.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

年に５～６回程度利用している

月に１回程度利用している

週に１回程度利用している

週に２回以上利用している

利用していない

無回答

（％）n=728
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子ども・子育て会議資料３ 

（ ６）相談機関等の認知状況・利用経験 

現状 課題 

 知っている機関等はない」が 45.4％で

最も高い割合を占めており，全体的に相談

機関の認知度が低いことがうかがえます。 

 スクールカウンセラー」 28.2％）や「 子

ども家庭支援センターすこやか」 21.2％）

などの小中学生をメインターゲットにし

ている相談機関の認知度は比較的高い割

合を占めている一方で， 子ども・若者総合

支援事業ここあ」 6.1％）や ちょうふ若

者サポートステーション」 3.4％）などの

若者世代をターゲットにしている相談機

関の認知度は低いことがうかがえます。 

リーフレットの配布や市報，HP，各種

SNS 等を活用した広報の強化により， 子

ども・若者支援地域ネットワーク」に関す

る情報発信を行い，「 子ども・若者総合支援

事業ここあ」等の 18 歳以上の若者世代が

利用できる相談窓口の認知度向上に努め

る必要があります。 

 

■相談機関等の認知状況■ 

 
 資料） 調布市「子ども・若者支援に関するニーズ調査」 高校卒業年代～39 歳対象調査） 

 

28.2

21.2

10.9

9.2

6.9

6.9

6.7

6.7

6.1

3.8

3.4

1.9

1.3

1.1

0.4

45.4

3.8

0 10 20 30 40 50

スクールカウンセラー

子ども家庭支援センターすこやか

児童館・CAPS

こころの健康支援センター

教育支援                       

子ども発達センター

教育相談所

民生児童委員

子ども・若者総合支援事業（ここあ）

地域福祉コーディネーター

ちょうふ若者サポートステーション

調布心身障害児・者親の会

調布センターたけのこ

青少年の居場所Kiitos

若者の再出発を支えるネット

知っている機関等はない

無回答

（％）n=476
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子ども・子育て会議資料３ 

（ ７）孤独であると感じること 

現状 課題 

 たまにある」， 時々ある」， しばしば

ある，いつもある」を足し合わせると,中高

生で 37.9％,高校卒業年代～39 歳で 43.3％

となっています。 

中高生が孤独を感じないよう，児童館や

青少年ステーション CAPS，子ども・若者

総合支援事業「 ここあ」の居場所事業など，

安心できる居場所等の充実を図るととも

に，居場所についての情報発信を強化する

必要があります。 

また，孤独等で悩んでいる中高生世代が

気軽に相談できるよう，子ども・若者総合

支援事業 ここあ」等の相談機関の周知に

努めるとともに，関係機関と連携を図りな

がら，多様な方法でサポート体制の充実を

図る必要があります。 

ここあについて，中高生世代向けのチラ

シを作成し，周知を図る必要はあります。 

 

■孤独であると感じることがあるか 中高生）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・若者支援に関するニーズ調査」 中学生・高校生世代対象調査） 

 

■孤独であると感じることがあるか 高校卒業年代～39 歳）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・若者支援に関するニーズ調査」 高校卒業年代～39 歳対象調査） 

25.1

33.4

24.7

9.1

4.1

3.6

0 10 20 30 40

まったくない

ほとんどない

たまにある

時々ある

しばしばある、いつもある

無回答

（％）n=728

20.6

34.5

28.6

10.3

4.4

1.7

0 10 20 30 40

まったくない

ほとんどない

たまにある

時々ある

しばしばある、いつもある

無回答

（％）n=476
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子ども・子育て会議資料３ 

（ ８）インターネット空間との関わり 

現状 課題 

インターネット上における人との関わ

りについて， 悩みを相談できる」， こまっ

たとき助けてくれる」， 人に言えない本音

を話せる」と回答した割合は，中高生世代

や若者世代でいずれも低い傾向にあり，全

体の６割～７割がインターネット空間を

居場所と回答している一方で，悩みの相談

先等として認識している割合は全体の２

割程度となっています。 

オンラインを活用した相談体制が不足

しているとも考えられるため，子ども・若

者総合支援事業ここあにおけるオンライ

ン相談を強化するなど，インターネット上

でも相談を受け付けられる体制整備を行

うとともに，インターネット上のトラブル

に関する相談が寄せられた際は，適切な窓

口につなげる必要があります。 

また，インターネット依存等の相談窓口

との連携強化が必要です。 

 

■インターネット空間との関わり■ 

 
 資料） 調布市「子ども・若者支援に関するニーズ調査」 高校卒業年代～39 歳対象調査） 

 

10.9 10.3 17.6 58.0

3.2

6.1 8.2 18.9 63.7

3.2

6.1 8.0 17.4 65.3

3.2

7.8 7.8 17.9 63.4

3.2

そう思う どちらかとい

えばそう思う

どちらかとい

えばそう思わ

ない

そう思わない 無回答

ｎ

476

476

476

476

会話やメール等をよくしている

悩みを相談できる人がいる

こまったときは助けてくれる

人に言えない本音を話せる

（％）
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子ども・子育て会議資料３ 

（ ９）ひきこもり等が疑われる状態になった年齢 

現状 課題 

 中高生） 

ひきこもり等の状態になった年齢につい

て， 13歳」が 46.2％， 12 歳以下」が 28.2％

など，中学 1 年生やそれ以前の段階でひきこ

もり状態になる方が多いことがうかがえま

す。 

 中高生） 

学校にうまくなじめなかったことや，小学校や

中学校の不登校によりひきこもりになるケースも

多いことから，教育委員会が実施する不登校対策

の取組と連携を図りながら，子ども・若者総合支援

事業ここあにおける支援を推進することが必要で

す。 

 高校卒業年代～39歳） 

ひきこもり等の状態になった年齢につい

て， 14歳以下」 5.3％）， 35～39 歳」 10.5％）

以外はどの年代でも約２割程度の割合を占め

ており，若者世代でひきこもり状態にある方

は，15歳～34歳の間で満遍なく発生している

ことがうかがえます。 

 高校卒業年代～39歳） 

 ひきこもりや不登校の低年齢化が叫ばれてい

ますが，どの世代でもひきこもり状態になり

得ることがうかがえるため，義務教育世代の

みならず，若者世代に対しても支援を強化す

る必要があります。 

 ひきこもり等の状態が長期化しないよう，子

ども・若者総合支援事業ここあ等の相談窓口

に関する情報発信や子ども・若者支援地域ネ

ットワークにおける連携を強化する必要があ

ります。 
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子ども・子育て会議資料３ 

■ひきこもり等が疑われる状態になった年齢■ 

 
 資料） 調布市「子ども・若者支援に関するニーズ調査」 中学生・高校生世代対象調査） 

 

 
 資料） 調布市「子ども・若者支援に関するニーズ調査」 高校卒業年代～39 歳対象調査） 

 

28.2

46.2

10.3

5.1

2.6

0.0

5.1

2.6

0 10 20 30 40 50

12歳以下

13歳

14歳

15歳

16歳

17歳

18歳

無回答

（％）n=39

5.3

21.1

18.4

21.1

21.1

10.5

2.6

0 10 20 30

14歳以下

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

無回答

（％）n=38
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子ども・子育て会議資料３ 

（ 10）相談したくないと思う理由 

現状 課題 

 中高生） 

 相談しても解決できない」 44.0％），

 裏切られたり失望するのが嫌」 32.0％），

 誰にも知られたくない」 30.0％）など，

支援機関等を信頼できていない様子がう

かがえます。 

他にも， 自分ひとりで解決すべきだと

思う」が 36.0％と高く，他者に頼ることに

抵抗がある様子も見受けられます。 

 中高生） 

 中高生が気軽に相談できるよう，子ど

も・若者総合支援事業ここあを始めと

する相談窓口に関する情報発信を行

うとともに，当事者座談会や支援実績

などの PR を通じ，支援機関の信用獲

得に向けた施策を行う必要がありま

す。 

 相談することや助けを求めることは

恥ずかしいことではないということ

を中高生世代に伝える必要がありま

す。 

 ここあについて，中高生世代向けのチ

ラシを作成し，周知を図る必要があり

ます。 

 高校卒業年代～39 歳） 

 相談しても解決できない」が 56.3％で

最も高いほか，次いで 自分ひとりで解決

すべきだ」が 34.4％と高い割合を占めてお

り，他者に頼ることに抵抗がある様子も見

受けられます。 

 高校卒業年代～39歳） 

 若者世代がどんな悩み事でも気軽に相

談できるよう，子ども・若者総合支援事

業ここあを始めとする相談窓口に関す

る情報発信を行うとともに，当事者座

談会や支援実績などのPRを通じ，支援

機関の信用獲得に向けた施策を行う必

要があります。 

 相談することや助けを求めることは決

して恥ずかしいことではないというこ

とを若者世代に伝える必要がありま

す。 
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子ども・子育て会議資料３ 

■相談したくないと思う理由■ 

 
 資料） 調布市「子ども・若者支援に関するニーズ調査」 中学生・高校生世代対象調査） 

■相談したくないと思う理由■ 

 
 資料） 調布市「子ども・若者支援に関するニーズ調査」 高校卒業年代～39 歳対象調査） 

 

44.0

36.0

32.0

30.0

22.0

20.0

18.0

18.0

16.0

10.0

0.0

12.0

16.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70

相談しても解決できない

自分ひとりで解決すべきだと思う

裏切られたり失望するのが嫌

誰にも知られたくない

相手にうまく伝えられない

欠点や失敗を悪く言われそう

変な人に思われるのではないか不安

嫌な事やできない事をするように言われそう

何を聞かれるか不安

相手がどんな人かわからない

お金がかかる

その他

特に理由はない、わからない

無回答

（％）n=50

56.3

34.4

31.3

25.0

18.8

9.4

9.4

9.4

9.4

6.3

6.3

9.4

9.4

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70

相談しても解決できない

自分ひとりで解決すべきだ

誰にも知られたくない

相手がどんな人かわからない

相手にうまく伝えられない

変な人に思われるのではないか不安

欠点や失敗を悪く言われそう

何を聞かれるか不安

お金がかかる

嫌な事やできない事をするよう言われる

裏切られたり失望するのが嫌

その他

特に理由はない、わからない

無回答

（％）n=32
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子ども・子育て会議資料３ 

（ 11）家庭や学校外での相談場所の認知状況 

現状 課題 

 中高生） 

 知っているし相談している」 11.5％）

と 知っているが相談したことはない」

 59.5％）の合計は 71.0％であり，多くの

中高生が家庭や学校 職場）以外の相談先

を知っていると回答しているが， 知らな

いが相談してみたい」 1.8％）， 知らない

が特に相談したいと思わない」 14.4％），

 分からない」 7.0％）の合計は 23.2％で

あり，相談場所を知らない中高生も一定数

存在することがうかがえます。 

 中高生） 

 各種相談窓口の認知度向上のため，子

ども・若者総合支援事業ここあを始め

とする相談窓口に関する情報発信を

強化する必要があります。 

 多くの中高生が「 知っているが相談し

たことはない」と回答しており，相談

に至るほどの悩みや不安がないこと

の表れであるとも考えられるが，一方

で，相談窓口に対する信頼の低さやハ

ードルの高さが要因とも考えられる

ため，子ども・若者総合支援事業ここ

あでの相談実績やどんな些細な悩み

ごとでも気軽に相談できるというこ

とを周知する必要があります。 

 

■家庭や学校外での相談場所の認知状況■ 

 
 資料） 調布市「子ども・若者支援に関するニーズ調査」 中学生・高校生世代対象調査） 

 

11.5

59.5

1.8

14.4

7.0

5.8

0 10 20 30 40 50 60 70

知っているし相談している

知っているが相談したことはない

知らないが相談してみたい

知らないが特に相談したいと思わない

分からない

無回答

（％）n=728
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子ども・子育て会議資料３ 

（ 12）将来への展望 

現状 課題 

 希望がある」 24.2％）と「 どちらかと

言えば希望がある」 49.6％）の合計は

73.8％であり，多くの若者世代が将来に希

望を持っているが， どちらかといえば希

望がない」 15.5％）と「 希望がない」 6.9％）

の合計は全体の 22.4％であり，約５人に１

人が将来を悲観していることがうかがえ

ます。 

多種多様な悩みがあると考えられるが，

若者世代がどんな悩みでも気軽に相談で

きるよう， 子ども・若者総合支援事業ここ

あ」等の相談窓口に関する情報発信を強化

する必要があります。 

 

■将来について明るい希望を持っているか 高校卒業年代～39 歳）■ 

 
 資料） 調布市「子ども・若者支援に関するニーズ調査」 高校卒業年代～39 歳対象調査） 

24.2

49.6

15.5

6.9

3.8

0 10 20 30 40 50 60

希望がある

どちらかといえば希望がある

どちらかといえば希望がない

希望がない

無回答

（％）n=476
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子ども・子育て会議資料３ 

（ 13）その他 

① 子ども・若者の居場所・相談について 

現状 課題 

学校や教育委員会で行う支援や，子ども

家庭支援センター「 すこやか」の支援など，

中学校卒業時や 18 歳で支援が途切れると

いう制度上の課題があり，節目の世代，特

に 18 歳以上の若者に対する支援体制整備

の必要性があります。 

年齢に関わらず切れ目のない支援を行

うことができるよう， ここあ」をはじめと

する支援「・連携体制の充実が求められてい

ます。 

子ども・若者総合支援事業 ここあ」の

利用には要件があり，必要な支援が届かな

い懸念があります。 

 要件） 

・市内在住者 

・居場所事業は概ね 15歳以上 

・相談事業は概ね中学生以上 

必要性を検証し，他事業との役割分担を

整理した上で利用要件の拡大を検討する

ことも考えられます。また，その際には「 こ

こあ」の職員の確保など，体制強化を図る

必要があります。 

子ども・若者総合支援事業 ここあ」の

相談事業等の利用者は増加し続けており，

これらの子ども・若者を社会復帰につなげ

る取組を強化する必要性を感じています。 

 ここあ」の職員の確保や事業の充実な

ど，体制強化が課題となります。 

児童館の相談機能を充実させる必要性を

感じています。 

児童館における福祉機能の強化として

相談事業を充実させ，必要に応じて，困難

を抱える子ども・若者やその親に対し早期

に支援につなげる取組を行うことが課題

です。 

 

② 社会的課題について 

現状 課題 

子ども・若者に関する問題の原因が複雑

化しており，親の無関心「・ネグレクトなど，

周囲の環境の影響も大きいと考えられま

す。 

子ども・若者に限らず，親に対する支援

体制についても強化する必要があります。

また，子どもどうしで助け合えるような仕

組みづくりや当事者どうしのコミュニテ

ィを形成することが求められます。 

障害児が増加しており，今後も増加傾向が

続くと考えられます。 

障害を持つ子どもに対応するための体

制整備など，対応の検討が必要です。 
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９．母子保健・食育について 

（ １）母子保健事業の利用状況 

① ゆりかご調布面接 

現状 課題 

妊娠届出の受理件数が大きく減少して

いるため，開始年度の平成 28 年度と令和

５年度の相談実人数を比較すると179人の

減少 -10.0％）となっています。 

転入者を含め，面接の周知を引き続き行

うほか，面接方法についてもこれまで通り

オンライン・対面を選択できるよう状況に

応じ対応していくことが求められます。 

 

■ゆりかご調布面接実施状況 実人員）■ 

 
 資料）調布市福祉健康部健康推進課 調布市事務報告書」 

 

■妊娠届出状況 母子健康手帳交付数）■ 

 
 資料）調布市福祉健康部健康推進課 調布市事務報告書」 
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② 訪問指導こんにちは赤ちゃん訪問指導等 

現状 課題 

出生数が減少しているため，訪問件数は

減少していますが，対象者に対する訪問率

は，ようこそ調布っ子サポート事業「 出産「・

子育て応援交付金）の影響もあり，98％と

上昇しています。 

ようこそ調布っ子サポート事業 出産・

子育て応援交付金）で経済的支援を実施す

るとともに，引き続き専門職が対象家庭を

訪問し，子育てに関する相談や助言等を通

じて不安を軽減し，各家庭の生活に沿った

出産，育児の支援を実施していく必要があ

ります。 

 

■妊産婦訪問指導 実人員）■ 

 
 資料）調布市福祉健康部健康推進課 調布市事務報告書」 

 

■こんにちは赤ちゃん訪問指導 実人員）■ 

 
 資料）調布市福祉健康部健康推進課 調布市事務報告書」 
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■未熟児訪問指導 実人員）■ 

 
 資料）調布市福祉健康部健康推進課 調布市事務報告書」 

 

③ もうすぐパパ・ママ教室 

現状 課題 

新型コロナウイルスの感染症拡大防止

のため，令和２年から４年度については一

部事業を中止したため，参加者数が激減し

ていますが，令和５年度には回復していま

す。 

妊婦に対して母親同士の仲間づくりの

手助けや，妊娠中の不安の解消を図り，そ

の夫 パートナー）に対しても出産，育児

に協力して取り組める動機づけとして継

続して実施するとともに，沐浴の動画を作

成するなど，参加しない方にも情報発信を

行っていく必要があります。 

■もうすぐパパ・ママ教室実施状況■ 

 
 資料）調布市福祉健康部健康推進課 調布市事務報告書」 

 

38

29
26

16

39

29

25

30

39 38

0

10

20

30

40

50

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

(人)

60 60 60 60 60
55

23
31

47

36

2,022

1,773
1,673 1,710

1,537
1,414

615

804

1,358
1,448

0

20

40

60

80

100

120

140

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

平成26年度平成27年度平成28年度平成29年度平成30年度令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

(回)(人)

開催回数

（合計）

受講者数

（合計）



 

99 

 

子ども・子育て会議資料３ 

④ 産後ケア事業 

現状 課題 

子育て支援の充実を図ることも目的に，

出産後に育児不安のある産婦及び乳児に

対し，心身のケア及び育児サポート等を行

う事業を実施し，産後も安心して子育てで

きる支援体制を確保する。 

デイサービス型を平成 29 年 11 月から実

施し，その後，事業を拡大しています。 

令和５年度はインターネットでの申込も

開始しており，登録者数は 873 人と年々増

加しています。 

出産直後から必要な３種類のサービスを

利用者が選択できるよう妊娠中からの登

録をすすめている。 

現在，ショートステイ 宿泊）事業とア

ウトリーチ 助産師による訪問）のニーズ

が上昇しています。 

ショートステイを受けてくれる医療機

関の確保や，産後，育児等に対して不安に

なられている型への対応について，実施施

設との丁寧な連携が必要になります。 

■産後ケア事業の利用申請者数と利用者数 実人数）の状況■ 

 
 資料）調布市福祉健康部健康推進課 調布市事務報告書」 

※ デイサービス型及びショートステイ型の対象者は，生後６か月以内。アウトリーチ型の対象者は生後１

年未満。 

※１ ショートステイ型は令和２年 12 月から実施 

※２ アウトリーチ型は令和２年 12 月から実施 

※３ 令和５年４月からデイサービス型とアウトリーチ型の土日祝日利用開始，ショートステイ型は令和２

年 12 月から土日祝日利用開始。 
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■産後ケア事業の利用申請者数と利用者数 延べ人数）の状況■ 

 
 資料）調布市福祉健康部健康推進課 調布市事務報告書」 

※ デイサービス型及びショートステイ型の対象者は，生後６か月以内。アウトリーチ型の対象者は生後１

年未満。 

※１ ショートステイ型は令和２年 12 月から実施 

※２ アウトリーチ型は令和２年 12 月から実施 

※３ 令和５年４月からデイサービス型とアウトリーチ型の土日祝日利用開始，ショートステイ型は令和２

年 12 月から土日祝日利用開始。 
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⑤ 妊婦歯科健康診査 

現状 課題 

妊婦が，歯周病やむし歯に罹患してい

て，放置すると，早産や低体重出産のリス

ク等赤ちゃんにも影響があるため，予防す

るために歯科健診を実施しています。 

令和５年度の受診率は 49.5％，有所見率

は 88.9％です。 

妊婦歯科健診は，市として実施していま

すが，就労されている妊婦も多く，市外の

かかりつけの歯科医で受診している方も

おり，把握が難しいことから，ゆりかご調

布面接やママ・パパ教室などで，直接必要

性を伝えていくことが大切です。 

家族で歯の健康に取り組めるよう妊娠

期のかかりつけの歯科医をもつ必要性を

意識づけていくことが需要です。 

■妊婦歯科健康診査実施状況■ 

 
 資料）調布市福祉健康部健康推進課 調布市事務報告書」 

 

■妊婦歯科健康診査有所見率の状況■ 

 
 資料）調布市福祉健康部健康推進課 調布市事務報告書」 
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⑥ ３歳児歯科健康診査 

現状 課題 

内科的健康診査のほか，視覚的検査，尿

検査，歯科健康審査など総合的な健康診査

を行い，疾病の早期発見，健全育成，育児

支援を実施しています。 

受診率は 91.5％です。また，むし歯のな

い子どもの割合は 96.8％と現行計画を作

成した平成 30 年度より 3.2 ポイント上昇

しています。 

むし歯のない３歳児が増えている一方

で，１人で複数のむし歯を持つ方がいま

す。 10本１人，5～9本が３人，4本が８

人等）その背景を把握し，引き続ききめ細

やかに対応していく必要があります。 

■３歳児歯科健康診査の実施状況■ 

 
 資料）調布市福祉健康部健康推進課 調布市事務報告書」 

 

■３歳児歯科健康診査の有所見率の状況■ 

 
 資料）調布市福祉健康部健康推進課 調布市事務報告書」 
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⑦ かかりつけの歯科医を持っている３歳児の割合 

現状 課題 

小さいころからかかりつけ医を持つこ

とで，将来を通じて自らの口腔ケアに取り

組む土台づくりにつながります。 

同じ歯科医にかかることで，小さな変化

も発見しやすく，また相談しやすいです。 

歯科は症状の有無にかかわらず予防の

ために通うことが目的であります。 

そのことを，乳幼児歯科健診や歯科相談

室できちんと正しい知識の普及に努める

必要があります。 

 

■３歳児歯科健康診査の状況■ 

 
 資料）東京都歯科保健推進計画 いい歯東京」の報告数より 

 

（ ２）食育の認知状況 

現状 課題 

食育という言葉の認知状況については

90％前後の認知となっており，比較的高

い。 

引き続き，食育を知らない層へのさらな

る周知・啓発を行うとともに，食育の具体

的な内容についての理解促進が必要です。 

 

■食育 しょくいく）という言葉を知っていますか■ 

 
 資料）調布市福祉健康部健康推進課 調布市民の健康づくりに関する意識調査」令和４年 10 月 
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